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心 の 糧

デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ

神の権能を通 して与えられる神権を持つことは人間最大の

賜であり，その価値はこの上な く大きい。神権の本質は永遠

である。神を代表する責任を認識する者は，大いなる祝福を

受ける。権能を持つ者はあらゆる状況の下，すべての言葉 と

行ないにおいて責任感を持たなくてはならない。聖なる神権

の保有者は，だれひとりその妻を不敬に扱ってはならない。

神権者はひとりといえども，食物の祝福を求め，妻子 と共に

ひざまずき，主の導 きを願 うことを怠ってはならない。家摩

は人が神権を持ち神権を敬 うときに変わる。私たちは神権を

独裁的に用いてはならない。主がこう言われたからである。

「……もし己が罪を蔽いか くさんとし，われ らの高慢，空 し

き野望を充たさんと企て，または幾分にても正 しか らざるこ

とによりて人の子 らを支配 し，統御 し，強制せんとする時は

見よ諸天は退き去 り，主の 『みたま」悲 しむ。主 の ｒみ た

ま』退き去 らば，神権またはその人の権威は終りなり。」（教

義と聖約１２１：３７） 主が予言者ジョセブ ・ス ミスに与えられ

たこの啓示は，教育，心理，統治に関 してこれまでに与えら

れたうちで最も美 しい教えに数えられている。私たちは教義

と聖約１２１章のこの言葉を，繰り返 し読むべきである。

私たちは，キリス トにおける兄弟たち，この世で最も大い

なる兄弟たちの一員であることを認識 し，一日一刻神権の標

準を保とうと最善を尽 くそうではないか。

正直で誠実な生活を しよう。自分に正直に，兄弟たちに正

直に，家族に，交わる人に正直に，常に正直であろう。なぜ

なら目は私たちに注がれており，全人格の基礎は正直 と誠実

の原則の上に置かれているか らである。

神が導いておられるこの教会に忠実でありなさい。あなた

の家族に誠実でありなさい。

子供たちを守 りなさい。独善ではな く，父親 愛ある母親

のやさしい模範 によって子供を導 きなさい。 自分の持つ神権

を家庭や自分の生活で行使 し，そうすることにより教会を強

める力となるよう，イ斗ス ・キ リス トの御名により祈るもの

である。アーメン。

今月の聖徒の道
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今 月 の 表 紙

今 月 の表 紙 は ， 予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に よ る末 日聖 徒 イエ ス ・

キ リス ト教 会設 立 を 描 い た もの で あ る。 教 会 は， １８３０年 ４月 ６ 日，

ア メ リカの ニ ュー ヨー ク州 ， フ ェ イ ヤ ッ トで組 織 され た。 作 者 は ジ

ョ ン ・フ ォ ル ター で ， 原 画 は ミズー リ州 イ ンデ ペ ンデ ンス の教 会 訪

問 者 セ ンター に飾 られ て い る。
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末 日聖 徒 イエ ス・キ リス ト教会幹部
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大 祝 福 師

エ ル ド レ ッ ド ・Ｇ ・ス ミス

．十 二 使 徒 評 議 員 会

ス ペ ン サ ー ・Ｗ ・キ ン ボ ー ル

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン ’

マ ー ク ・Ｅ ・ピ ー タ ー セ ン

デ ル バ ー ト ・Ｌ ・

ス テ ィ プ レ ー

リグ ラ ン ド ・ リ チ ャ ー ズ

ヒ ュ ー ・Ｂ ・ブ ラ ウ ン

ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン タ ー

；ゴ ー ド ン ・Ｂ ・ ヒ ン ク レ ー

トー マ ス ・ Ｓ ・モ ン ソ ン

ボ イ ド ・Ｋ ・’パ ッ カ ー

マ ー ビ ン ・ 」 ・ア シ ュ ト ン

ブ ル ー ス ・Ｒ ・マ ッ コ ン キ ー

十 二 使 徒 評 議 員 会 補 助

ア ル マ ・ソ ニ

エ ル レイ ・Ｌ ・

嘉 リ ス チ ャ ン セ ン

ス タ ー リ ン グ ・Ｗ ・シ ル

ヘ ン ．り一 ・幽 Ｄ ．・テ イ ラ ー

ア ル ビ ン ・Ｒ ・ダ イ ヤ ー

フ ラ ン ク リ ン ・Ｄ ・

． リチ ャ ー ズ

セ オ ドア ・Ｍ ・バ ー ト ン

バ ー ナ ー ド ・Ｐ 。

ブ ロ ッ ク バ ン ク

ジ ェ ー ム ス ・Ａ ・ カ リ モ ア

マ リオ ン ・Ｄ ・ハ ン ク ス

ジ ョ セ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン

デ ビ ド ・Ｂ ・ハ イ ト

ウ ィ リア ム ・Ｈ ・ベ ネ ッ ト

ジ ョ ン ・Ｈ ・バ ン デ ン バ ー グ

ロ バ ー ト ・Ｌ，・シ ン プ ソ ン

、０ ・ レ ス．リ ー ・ス トー ン

ジ ェ ー ム ス ・Ｅ ・フ ァ ウ ス ト

Ｌ ・ トム ・ペ リ ー

七 十 人 最 高 評 議 員 会

Ｓ ・デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ

ミル ト ン ・Ｒ ・ハ ン タ ー

Ａ ・セ オ ドア ・タ トル

ポ ー ル ・Ｈ ・ダ ン

ハ ー トマ ン ・ レ ク タ ー ， ＪＬ

ロ レ ７ ・Ｃ ・ダ ン

レ ッ ク ス ・Ｄ ・ビ ネ ガ ー

管 理 監 督 会

ビ ク タ ー ・Ｌ ・ブ ラ ウ ン

Ｈ ・バ ー ク ・ピ ー タ ー ソ ン 「

ボ ー ン ・Ｊ ・

フ ェ ザ ー ス トー ン

ス テ ー キ 部 ・伝 道 本 部 住 所

東 京 ス テ ー キ部 〒 １０７ 東 京 都 港 区 北 青 山 ３の ６の ９

Ｔ Ｅ Ｌ （０３－４０７－ ２４６５）

大 阪 ス ．テ ー キ部 〒 ５６０ 大 阪 府 豊 中市 岡 町 １の ２の ３

Ｔ Ｅ Ｌ （０６８－ ５２－ ３７３４）

日 本 東 伝 道 本 部 〒 ０６３ 札 幌 市 中央 区北 ２条 西 ２４の２４５

Ｔ Ｅ Ｌ （０１１－ ６１１－ ３６９７）

日 本 伝 道 本 部 〒 １０６東 京 都 港 区南 麻 布 ５の ８の １０

Ｔ Ｅ Ｌ （０３－ ４４２－ ７４３８）

日本 中 央 侮道 本部 〒 ６５７ 神 戸 市 灘 区 篠 原 本 町 ４の ６の２８

Ｔ Ｅ Ｌ （０７８－ ８８－ ２７１２－３）

日本 西 部 伝道 本 部 〒 ８１０ 福 岡 市 中 央 区 平 尾 浄水 町４６

Ｔ Ｅ Ｌ （０９２－ ５２－ ６０８４）

今月の聖徒の道

今月号では，神権が特に強調 されている。 この非常に重要

なテーマに関する近代の予言者たちの説教を掲載できるのは

喜びである。教会のすべての会員には，男性であれ女性であ

れ，できる限り神権 とその権能について学ぶことの必要性を

理解 していただきたいと願っている。

妻たる者は，・夫が神権の召 しを果たすときに支持 し，励ま

す ことができるよう，神権について学ぶべきである。

将来結婚 したいと願っている女性は，ふさわしい神権者の

特質を学ぶべきであり，これによって，将来の夫に何を期待

するかを知るのである。神権についての研究や家庭において

神権を支持することにどんな意味があるのかを知ることは，

結婚の準備の大切な一段階と考えられる。

すべての女性は，神権指導者たちをさらによく支持 し助け

またそれによって一層大きな祝福を得ることができるよう，

神権の役割，力，秩序等について可能な限り学ぶ べ きで あ

る。

もちろん，神権者や将来神権者 となるべ き人が，神権につ

いてできる限り学ぶべきであることは言 うまで もない。

＜＠ ロレンゾ ・スノー大管長はこう語った。 「神権こそ，人に

風格，名声，知恵，力そして権威を与えるものであり，この

地上においては，人の子 らの うちに己れを築き上げ，天上に

おいては，限 りなき永遠を通 じて人を昇栄に導 き，平安 と幸

福を与え，王座 と支配の権能 とを与えるものである。」

聖 徒 の 道 ３ 月 号
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神 権 の 強 さ

一 奉 仕， フェロー シップ，従順， そ して誘惑 に抗 することにつ いて，神権者 に与え る勧告

大管長 ハ ロ ル ド ・Ｂ ・ リー

これ まで の お話 を 聞 い て私 は ひ とつ

の 経 験 を こ こで話 した い と 感 じ て い

る。 今 宵 ， この大 会 に 聞 き入 っ て い る

人 々は 数 多 い と思 うが ，特 に ひ と りの

人 は この こ とを あ りあ り と思 い 出す こ

とで あ ろ う一 そ れ は何 年 か 前 の ア ジ

ア で の で き ご とで あ る。 この話 の一 部

に特 に注 目 して い ただ き た い。 若 い と

き の誤 ち が将 来 ， 神 の王 国で 奉 仕 で き

る機 会 を いか に そ こ な うか を 知 って 欲

しい の で あ る。

軍 人 会 員 と集 会 を持 って い た と きの

こ と で あ る。 ひ と りの 青 年 が最 初 に 話

をす る よ う指 名 され た 。 この青 年 は ，

主 が 弟 子 の た め に祈 られ た 主 あ祈 りを

テ キ ス トに，話 をす す め た。 「わ た しが

お願 いす るの は ， 彼 ら（私 の 弟 子 た ち）

を世 か ら取 り去 る こ とで は な く，彼 ら

を悪 しき者 か ら守 って 下 さ る こ とで あ

ります 。」 （ヨハ ネ１７：１５）そ して， こ

の 若 者 は 貞節 につ い て い ま だ 聞 い た こ

と の な い程 す ば ら しい 話 を した 。彼 は

こ う言 って 話 を 終 わ った 。 「純 潔 を失

う よ りは ， 死 ん で ，棺 に入 れ られ て，

故 国 に送 られ る方 が よ い と思 い ま す 。」

軍 人 ば か りの聴 衆 の 間 に は ，水 を打

っ た よ う な沈 黙 が あ った ｑ そ れ か ら証

曾辱

を 述 べ て ，演 壇 か ら降 りよ う とす る と

彼 は つ ま ず い て倒 れ， 演 壇 の上 に うず

くま った 。私 た ちは彼 を演 壇 か らお ろ

し， 生気 を取 り戻 す ま で介 抱 して， 席

に連 れ て 行 った 。

彼 を連 れ て行 くと き， 伝 道 部 長 は，

「心臓 が 悪 い ん じ ゃな い で し ょ うか
二

と言 った 。私 は答 え た。 「彼 が 話 して

い る間 中 ，私 は彼 の 内 に敵 対 す る もの

が あ る の を感 じて い ま しセ

私 に話 す 番 が ・ニヒ 上き． 私 は そ の青

年 に言 っ た 一書 は 弘 た ちに 非 常 に深

い感 銘 を与 え て くれ た 。君 は 純潔 を失

うよ りは死 ん だ 方 が い い と言 った ね。

だ が私 た ちが 聞 い た こ とは悪 魔 も聞 い

た と い う こ と も忘 れ な い よ うに しな さ

い。 私 の推 測 が はず れ て い な け れ ば，

悪 魔 は， 純 潔 を 失 う く らい な ら生 命 を



捨てると言った君の言葉を試そうとし

ているからね。十分警戒 しなさい。」

集会が終わると，グループリーダー

が私にそっと言った。 「あなたの言葉

はほぼ核心をついていました。という

のは，この空軍基地は，部下を陥れよ

うとする売春婦が一杯はびこっている

腐敗 しきった町です。私たちは，部下

がその魔手にかか らないよう留意 して・

きました。ところが乙の青年は，そん

な娼婦の所へ遊びに行 く約束を して し

まったのです。私たちは彼が出かける

前にそれを知 りました。それで言いま

した。 『私たちは君をそこに行かせる

わけにはいかない。君のおかあさんの

ことを考えてみなさい。君の恋人や妹

たちのことを考えてみなさい。これか

ーら君 と一緒に行って，何とか丁寧にそ

の約束を断わることにしよう。』」

彼 らは実際にそうした。そ してその

青年を ２週問よく見守ることにした。

彼 らはその青年にワー ド・ティーチ ン

グ，つまり今で言 うホーム ・ティーチ

ングの責任を与えた。 これは基地内の

すべての不活発会員を訪問することで

あった。そして ２週間後， この青年に

貞節に関 して話す割当てを与えたので

ある。

それか ら何年かたった。私はマッケ

イ大管長 と共にロサンゼルス神殿の献

堂式に参列 していた。集会の合間に，

私は新鮮な空気を吸いに外に出た。私

が神殿の西側を歩いていたとき，ちょ

っと小高い所に，見覚えのある青年が

立っているのが見えた。その青年に近

づいて行 くと，彼は私 に気がついて，

階段を走って降りて くると，私にとび

つ くようにして言 った。 「リー長老，

私はロサンゼルス神殿で働 くよう召さ

れたんですよ。」

一私は胸につまるものを覚えた。私が

彼に会ったのは，一歩踏み誤れば，ロ

サンゼルス神殿で働 く権利を失ったか

も知れないそんな岐路に立っていたと

きだったからである。

さらに何年かたって，私は彼の住む

地方の大会に出席 した。若い夫婦が通

路を歩いて来るのが見えた。男の人は

その腕に無垢な幼な児を抱 き，そして

美 しい女性が彼に寄 り添 っていた。妻

だと紹介 して くれた。その幼な児の顔

を見せてくれたとき，その青年の顔に

漂 う誇 りがうかがえた。若い父親とな

ったこの青年は，その幼な児に汚れの

ない純粋な血が流れていることを知っ

ていたか らである。これこそ，試練を

耐え抜いてきた者に与えられる報いで

ある。

私たちが若い人々を教える際，留意

しなければならないことのひとつは，’

思いもよらないときに来る誘惑 にいか

に対処すればよいかを教えることであ

る。兵役に赴 こうとする青年たちに教

えるときには，実際に経験のある人に

来てもらって， 「じゃ， こういう誘惑

にあったら，どうしますか。どう対処

しますか」等 と言 ってもらうことであ

る。そうすれば，自分ならどう対処す

るかを話 し合うことができる。 この邪

悪な時代に，これは何と大切なことで

あろうか。

第一に責任があるのは，その子供の

父親である。 こうは言って も，父親ば

ある朝起きて，息子を枕 もとに呼び，

１５分間で人生のあらゆることを話せと

いうのではない。子供たちはこんなこ

とを必要 としているのではない。子供

は，微妙な問題について尋ねたいと思

うときに答えて くれる父親を必要とし

ているのである。子供 というものは知

識に飢えており，あらゆる物事に好奇

心を持っている６

もし父親が，飾 り気な く，正直で，

子供の成長に応 じてその知恵の限りを

尽 くして話 してあげたら，その父親は．

子供が成長 したときに相談 したいと思

うような父となるであろう。そのよう

な父親は，子供の霊 に と っ て錨であ

り，彼の人生経験の書から，子供が予

想 もしないときに襲 って くる運命の魔

手に陥 らない．よう，対処方法を教える

ことであろう。

もうひとつのことをお話 したい。私

たちは，家庭の夕べのような活動やそ

の他神殿結婚，ホーム ・ティーチング

等の諸活動について研究 して，単に警

告 したり，家庭の夕べやホーム ・ティ

ーチングをするよう圧力をかけようと

したりしても，決 して事態は進展 しな

いことがわかった。ホーム ・ティーチ

ングを行い，家庭の夕べを持ち，聖餐

会の出席数を増加させ，神殿結婚や神

殿の参入を増加させるための唯一の方

法は，確固として，神権者が家庭でそ

の神権の召しを全力を尽 くして遂行す

ることにあるとわかってきている。神

権者が，自分に与えられている全能の

神の力，すなわち神の神権の重要性を

理解するまでは，その塚庭は確固たる

ものとはなりえない。

私たちが強調 しなければならないこ

９９
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神 権 の 強 さ

とは，父親はすべてその家族の永遠の

福祉に責任があるということである。

これはつまり，家族と共に教会に集う

ことであり，家族 と共に聖餐会に出席

することであり，家族のきずなを強め

るために家庭の夕べを開 くことで あ

る。また家族を神殿 に連れて行 くべ

く，自分が備えをすることであ り，そ

れによって永遠の家族の結びつきをつ

くる歩みを進めるのである。

神権者が，主の命 じられた通り生活

し，仕事をすることにより，いかにそ

の神権の召 しを全力を尽 くして遂行す

ればよいかを心に留めてお くことは，

高度の責任である。

私 は多 くの教会員が霊的な自殺を企

てていることを知 っている。肉体的な

自殺を企てている人々と同様，彼 らも

助けを求めている。そ：うした苦痛の声

は，私たちが気づきさえすれば，命を

救いうる声なのである。

今 日，私たちの周囲には，霊的な自

殺の危機にあるがゆえに， しるし，つ

まり苦痛の叫びをあげようとしている

人々がいる。そしてもし折に触れてそ

の苦痛の叫びに気づきさえすれば，私

たちは魂を救 う手だてとなりうるので

ある。

今，私たちはあらゆる所に住む人々

に兄弟愛の手を拡げ，真に改宗 してい

る人々に，教会に加入 したいと思って

いる人々に，またそこで見いだせる数

多 くの豊かな祝福を受けたいと願って

いる人々に， この手を差 し伸べなけれ

ばな らない。まだ神権を持っていない

人々のためには，イエス ・キリス トの

祝福ができる限 り完全な形で与えられ

１００

るよう，私たちは祈っている。一方，

教会員に申し上げたいことは，主イエ

ス ・キリス トの模範に誠心誠意な らっ

ていただきたいということである。主

は互いに愛 し合うべきであるという新

しい戒めを与えられた。それを忘れる

ことのないよう願 っている。

母後にもうひとつ述べたい。私は，

今晩のス ミス大管長のお話に別の意味

で感動 した。私の学んだことが確かに

真実であると言 った人がある。十二使

徒評議員会の一員 として名を連 らねる

ようになって間もない頃，私が参加を

許 された最初の教会再組織の場面は，

グラント大管長の逝去の折であった。

私たちは神殿に集って長い討 議 を し

た。 これは，票決によって教会の大管

長選任が決定する前にはいつ もとられ

る措置である。そのとき，私は，だれ

が副管長になって，‘だれがならないか

などといううわさがあった ことを老え

ていた。そうした再組織には，つきも

ののうわさである。 しか し，大管長が

副管長を指名 し，彼 らが部屋の上座に

ついたとき，私は心中，彼 らこそ主が

教会の大管長会に必要とされる人々で

あるとの確信をもった。私の耳 もとで

真理が高 らかに歌いあげ られたかのよ

うにその確信が感 じられた。

私は，次のことを皆様に 強 調 した

い。だれか次のように言った人があ る

が， これは正に真実である。 「人は神

の力が教会の指導者の上に留まるのを

見て，それが胸の中で炎のように燃え

るようになるまで，真実の意味で改宗

したとは言えない。」教 会 員は，自分

たちが正 しく導かれているという確信

を得，神の人である幹部の兄弟たちが

霊感を受け，神の御手によって正 しく

任命されているという確信を得てはじ

めて，真実の意味での改宗をするので

ある。

それゆえ私は証する。私が前述のと

きに知 ったように，今，主が選ばれた

人々は，主が特別なときに必要 とされ

る人々であるということを，私 １ま全身

全霊をかけて知っている。私は，十二，

使徒会の会員であっ『たオルソン ・Ｆ・

ホイットニー長老１が この説教壇から

述べ るのを聞いたことがある。彼の信

ずるところはこうである。大管長会を

構成する兄弟たちは，必ずしも教会で

一番よい人々ではない。それどころか

彼 らと同 じようにいやそれ以上に義 し

く生活 している人 々はた ぐさん いる。

しか し，ひとつのことだけは確かであ

る。それは，空席ができ，主がある人、

を必要とするとき，主は，目を転 じ，

そのときにその地位を埋めるに一番ふ

さわ しい人を見つけ出されるというこ

一 とである。 一

私は，３１年 という期間，教会幹部の

地位にあって，このことが真実である

とよ ζ知 って い る。 私 は， 主 が この 孕

会 を導 い て お られ る と証 す る。 Ｅｌ々 ，

絶 え ず ， この教 会 の評 議 会 に神 の導 き

が あ る こ とを感 じて い る。 この 証 を ，

へりくだ。て主・エス ・‘董酵 伽

名によって申し」曝 蓼 ’アーメン。

Ｌ ．オル ソ ン ・フ ァー ガ ソ ン ・ホ イ ッ ト

ニー （１８５５－ １９３１） ソル トレー ク市

に生 ま れ， １９０６年 ’４月 ９日使徒 に聖

．

任 さ れ た。



神 権

王 の 軍

一 なぜ神権者は誘惑に打ち勝ち，神権に誇 りをもつ必要があるのか一

教 会 中 の そ こか しこ に集 う神権 者 の

大 き な群 れ に心 を 向 け る と き，讃 美歌

「見 よ
， 王 の 軍 は 」 を 鑑 賞 す る意 味 を

一 層 深 くす る もの が あ る。 私 た ちは こ

の地 ヒで ， 神 の 聖 な る 神権 ， す な わ ち

神 の 御 名 に よ って語 り行 な う権 能 を 有

す る唯 一一の 民 で あ る。私 た ち が 自 らを

訓 練 し， その 神 権 の 召 しを全 力 を尽 く

して 遂 行 す るな らば ， 善 に とっ て 同 と

驚 異 的 な 力 とな る こ とで あ ろ うか。 何

た る特 権 ， 何 た る責任 で あ ろ うか。

父 親 と して 息 子 と して ， ま た 神権 者

と して ， 私 た ちは 常 に謙 遜 で誇 り高 く

また保 持 す る神権 を決 して恥 とす る よ

うな こ とが あ って は な らな い。 私 た ち

は他 とは違 う特 異 な民 で あ り， 真 理 と

義 の ゆ え に ，他 と異 な っ て い な けれ ば

な らな い の で あ る。 決 して 「他 人 よ り

聖 い 」 とい う態 度 を取 れ と い うので は

な い が ， 常 に教 会 の標 準 を守 って 生 活

し迷 う こ との な い よ うに。

あ る人 は 名 声 の失 墜 を 恐 れ ， 嘲 笑 を

恐 れ る か も知 れ な １・，世 の人 の よ うに

な ろ う と努 め た り， 世 の罪 深 い要 求 を

満 た そ う と努 め た りす る必 要 の な い こ

とは．言 うま で もな い。 世 に あ って も，

世 の もの とな る こ と の な い よ うに 。私

の経 験 か ら何 の 疑 い もな く申 し上 げ た

い こと は， 人 は決 して保 持 す る神 権 を

恥 じる必 要 は な い し， そ の教 え に 従 っ

て生 活 ン ゴ ）。 神権 の 召 しを 全 力 を尽

く して遂 ：∵ア ぞ⊃を 恥 じる必 要 もな い

と い うこ とで あ る

私 が ， つ い昨 日， ひ 二 ・の 非常 に成

功 した 実 業 家 と話 を して 、弥 と きの こ

とで あ る。 彼 は ， この教 会 で献 身 組 こ

働 く会 員 で あ り， そ の神 権 の召 しを全

第一副 管長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

力 を尽 く して遂 行 して い る 人 物 で あ

る。 私 は， 「あ な た は 自分 の 人 生 で 神

権 が 自 分 に と っ て損 に な った こ とが あ

ります か 」 と尋 ね てみ た 。

彼 の答 え は 「タ ナ ー副 管 長 ， そ れ は

常 に益 の方 に働 い て き ま した 」 で あ っ

た。

あ る人 々 は， 今 日， 教 会 の 青 少 年 ，

ひ い て は一 部の 監 督 ， ス テ ーキ 部 長 の

考 え方 に も影 響 を 及 ぼ して い る世 界 的

放 縦 の傾 向 を もって す れ ば ，私 た ち が

余 りに も厳 し く道 徳 を教 え す ぎて い る

とい う。 実 際私 た ちは堅 物 と受 け と ら

れ て い る。 だ が 私 に 言 わ せ れ ば ， そ れ

は， 自分 を 人 よ り も徳 高 く， 知 恵 のす

ぐれ た 者 だ と 自負 す る心 の狭 い人 間 の

こ とで あ る。世 の方 法 で判 断 すれ ば，

恐 ら く私 た ち は堅 物 で あ ろ う。

私 た ち は信 仰 を 失 い， 近 代 の啓 示 を

否 定 し，生 活 態 度 を世 の人 と同 じ様 な

もの に しよ う と して い る の だ ろ うか 。

そ れ と も私 た ち は特 異 な民 で あ り神 権

を尊 び ， そ の義 務 を全 力 を尽 く して 遂

行 しよ う と して い るの だ ろ うか ，

私 た ちは世 と違 って い る。 私 た ち に

は啓 示 され た福 ．音が あ り， 神 権 が あ

る。 私 た ちは どの よ うな場 合 で も， 模

範 とな らな け れ ば な らな い。

そ れ と もイ ザ ヤ の言 う 「しか し， 役

人 た ちの 中 に も， イエ ス を信 じた者 が

多 か った が， パ リサ イ人 を はば か って

告 自 は しな か っ た。 会 堂 か ら追 い出 さ

れ る の を恐 れ て い た の で あ る。

彼 らは神 の ほ まれ よ りも， 入 の ほ ま

れ を好 ん だか らで あ る （ヨハ ネ１２：４２

一 ・壬３）」 と い う人 々の 中 に数 え られ よ

う と して い る のだ ろ うか 。

今 晩 ， 私 の 話 に耳 を 傾 けて い るす べ

て の青 年 に 申 し上 げ た い 。 （効 あ る こ

とな ら， 私 は神 権 を もつ す べ て の青 年

とひ と りび と り話 した い の だ が 。）

私 た ち はイ エス ・キ リス トの福 音 を

恥 とす る必 要 はな い 。 む しろ私 た ち の

持 つ 神 権 を絶 えず へ り くだ って誇 り と

す べ きで あ る。

私 は， 翌 月 バ プ テス マを 受 け よ う と

して いた ひ と りの 青年 と話 を す る機 会

が あ った 。彼 は 家族 の 中 で た だ ひ と り

バ プ テス マを 受 け るの で あ った。 私 は

彼 に 尋 ね て み た。 「何 が原 因 で教 会 に

興 味 を持 った の で す か 。」

彼 は答 え て くれ た。 「私 が学 校 で つ

き合 って い た青 年 が， この教 会 の会 員

で した。 彼 の生 活 方 法 が私 の関 心 を 引

き起 こ しま した。 彼 は他 の少 年 と は違

って い ま した。 幸 福 そ うで した 。 彼 は

私 を家 に招 い て くれ ま した。 そ の 家 庭

に あ ふれ る愛 を見 ， その 家 族 が どの よ

うに生 活 して い るか を 知 った と き， も

っ と興 味 が 湧 き ま した 。 彼 は教 会 へ連

１０！
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れ て 行 って くれ ま した。 そ こで バ ス ケ

ッ トボー ル の チ ー ムに入 りま した。 私

は， この教 会 に は他 の ど こ と も違 う感

じの あ るの に 気 づ きま した。 そ の チ ー

ム メ イ トた ち は皆 ，知 恵 の言 葉 を守 り

善 良 で 清 い生 活 を して い ま した。 そ の

ことが 私 の 心 を 動 か しま した。 そ して

教 会 に入 る決 心 を した の で す 。」

青 年 は さ らに続 けた 。 「そ の友 人 と

ブ リガ ム ・ヤ ング 大 学 へ 来 て ， 一学 期

出席 して み ま した 。 この 大 学 の 人 々 と

接 触 して み たか っ たの で す 。 そ して ，

こ こに い る大 部 分 の若 い人 々 は， 信 念

通 りの生 活 を して い る のが わか りま し

た。 で も私 が 他 の幾 人 か の人 に会 う前

に この教 会 の会 員 に な る決 心 を して お

か な か った ら， ど ん な結 果 に な っ たか

は わ か りませ ん 。」

青 年 た ち よ ， ど こに い よ う と この こ

とを 心 に 留 め て お くべ きだ と思 う。 あ

なた 方 の 行 動 が ， 人 々 を教 会 か ら遠 ざ

けて い るか も知 れ な い の だ 。 だ れ もそ

ん な こ とを して うれ しい 気持 に は な れ

ま い。

つ い先 日， 私 は あ る青 年 の 父親 と話

をす る機 会 が あ った 。 そ の 方 に ，弁 護

士 と して の地 位 を 受 けて ， ソル ト レー

ク市 を去 って ニ ュ ー ヨ ー ク市 へ 行 くと

ころ で あ っ た。 そ の方 を 招 いた 組織 は

我 が 国 で も有 数 の もの で あ り， そ の 会

長 が ，東 部 で大 会 社 の副 社 長 を して い

る我 が教 会 の会 員 を知 って い た ので あ

る。 そ の 会社 の社 長 は， 副 社 長 が 教 会

員 で あ る こ とを知 っ て い て， だれ か 推

薦 で き る人物 を知 っ て い る か ど うか 尋

ね た 。 そ の社 長 が言 った。 「君 の教 会

の 青 年 の よ うに生 活 して い る人 物 が欲

しいん だ よ。、酒 も飲 ま ず ，仕 事 熱 心 で

信 頼 に足 る， そ ん な 人 物 が 欲 し い ん

だ 。」

他 の 人 々を 非 難 す るわ けで は な い が

信 念 通 りに隼 きた い と願 う教 会 の 青 年

た ち に勧 め た い言 葉 で あ る。 そ れ は ，

生 涯 で常 に益 とな ろ う。

そ こで， こ、の副 社 長 は答 え た。 「ソ

ル トレ「 ク市 に い る ひ と りの青 年 を 知

って い ま す 。」そ の会 社 で は， その 青 年

に旅 費 奄払 ？．て ニ ュ「 ヨー クに招 き，
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面接 し，仕 事 を与 え， 帰 りの旅 費 を 払

い ， ま た彼 の妻 に もニ ュー ヨー クへ 来

るた め に旅 費 を払 い， 住 む場 所 も見 つ

けて くれ た の で あ る。

あ な た 方青 年 に ，信 念 通 りに生 き る

こ との 大 切 さを強 調 しす ぎ る こ とは な

い と思 う。 あ なた 方 の益 の た め ，成 功

の た め， 幸 福 の た め ， そ して諸 君 の交

わ る少 年 た ちへ の 影響 の た め に も。 彼

らは， 諸 君 が 公言 して い る こ とを して

くれ る よ う， また そ う い う人 で あ る よ

う望 んで い る。 も しそ う しない な ら，

諸 君 は彼 らを 意 気 消沈 させ る こ とに な

．り， 神 権 を持 っ て い な い他 の 少 年 が 彼

らの人 生 に影 響 を与 え る機 会 を 持 つ こ

とに な る だ ろ う。

先 日， 私 が感 銘 を受 け た こ とを お話

し しよ う。 ア メ リ カ青 年 会 議 所 の会 頭

御 夫妻 が ，他 の二 組 の御 夫 妻 と一 緒 に

私 の オ フ ィ．ス に来 られ た折 の ことで あ

る。 彼 らは教 会 の会 員 で あ る会 議 所 の

地 区 会 員 の紹 介 で 一緒 に公 式 訪 問 に来

て 下 さ った の で あ る。 世 界 情 勢 や， 青

年 会 議 所 の 会頭 で あ る この 青 年 の責 任

な ど につ い て 話 した後 ，私 は言 っ た 。

「教 会 につ い て お 知 りに な りた い と思

い ます か 。」

彼 は， 「ええ ， そ う思 い ま す 」 と言

っ た。

それ か ら私 は， そ の 方 た ち を 紹 介 し

た青 年 に向 か っ て言 った 。 「君 か ら，

この方 た ち に教 会 につ い て話 して くれ

な い か ね 。」

彼 は言 っ た。 「タ ナ ー副 管 長 ， 私 は

副 管長 が お話 し下 さ る と思 っ て い ま し

た 。」

私 は言 った。 「い や， 君 か ら話 して

くれ た まえ 。」

彼 はそ の 若 い 会頭 を じっ と見 つ め て

言 った 。 「モル モ ン経 に つ い て 少 しお

話 し した い と畢 いま す 。私 た ち は そ れ

を信 じて い ます し， 神 の 言葉 で あ る こ

とを知 っ て い ます 。」

モ ル モ ン経 と は何 か ， 予 言 者 が ど う

や って手 に入 れ たか ， ど の よ うに翻 訳

され た か等 ，彼 は説 明 した。 こ うい っ

た説 明 を した後 ，彼 は言 っ た。 「私 は

これ が真 実 で あ る こ とを知 っ て い る・と

申 し上 げ た い。 そ して ， 今 日 こ こ にお

られ る方 々 に証 します 。 その 本 は真 実

で す。 神 の言 葉 で す 。 その 本 の 中 に あ

る ひ とつ の約 束 につ い て お話 し した い

と思 い ま す 。」 そ の 約束 を諸 君 は 知 っ

て い る と思 う。

そ れ か ら彼 は言 っ た。 「そ の本 を １

冊欲 しい と思 い ます か 。」

す る とそ の 会頭 は言 っ た。 「もち ろ

ん で す と も。 興味 が あ ります よ 。」

その 証 を述 べ た 青年 は， リチ ャー ド

・モ イル で あ る。

青 年 た ち よ， ど こに い よ う と， だれ

と い よ う と， 私 た ち が 神 の子 で あ る こ

とを忘 れ な い よ うに しよ う。私 た ち は

神 の神 権 を 持 って お り， そ の教 え に 従

っ て生 活 す る責 任 が あ るの で あ る。

今 宵 ， 私 は， この 福 音 が 真 実 で あ る

こ とを知 っ て い る と証 した い 。 そ れ が

真 実 で あ る ことを ， 私 が 世 の で き ご と

を知 っ て い る と同 じよ う に，私 は 知 っ

て い る。 私 は知 って い る。 神 の 生 きた

も う こ とを ， イ エ スが キ リス トで あ り

神 の御 子 で あ る こ とを， 御 二 方 が ジ ョ

セ ブ ・ス ミス に現 われ た ことを ， 福 音

が 回復 され ，教 会 が この地 上 に再 建 さ

れ た こ とを 。

福 音 の 証 を持 って い な い青 年 諸 君 に

申 し上 げ た い 。今 宵 ，．指 導 者 の述 べ た

確 信 に満 ちた 証 を 受 け入 れ な さい。 そ

して同 時 に， 祈 り，勉 強 し， 戒 め を守

りな さ い。 そ うす れ ば ，諸 君 は 自 らの

手 で証 を 得 る こ とが で き るで あ ろ う。

そ れ は人 の 享 受 しう る最 大 の 祝福 な の

で あ る。

「永 遠 の命 と は
， 唯 一 の ， ま こ との

神 で い ます あ な た と， また ， あな た が

つ か わ され た イ エ ス ・キ リス トとを知

る こ と で あ り ま す 。」 （ヨハ ネ 伝 １７：

３）・

神権 を尊 び， そ の もた ら．す親 福 に あ

ず か り，人 に 不死 不 滅 と永 遠 の生 命 を

もた らす べ く私 た ち に課 せ られ た働 き

を なす こ とが で き る よ う， ・ｆエ ス ・キ

リス トの御 名 に よ り， へ り くだ って祈

り奉 る。 ア ー メ ン。



神 権 の 契 約

一 神権者よ，「天よ りの召しを全力を尽 くして遂行せよ

兄 弟 た ち よ ， これ は偉 大 な機 会 で あ

る 。何 ：万 とい う聖 な る神 権 者 が 一 堂 に

会 し，教 会 の最 高 幹 部 の指 導 に接 す る

こ とが で きる の で あ る。

私 は大 管 長 の話 に非 常 に感 動 した 。

大管 長 が御 自身 の経 験 を 話 され た の を

嬉 し く思 っ て い る。 大 管 長 の説 教 の 最

中 ， 私 は 四半 世 紀 前 の ひ とつ の で き ご

とを思 い 出 した。 ヒーバ ー ・Ｊ ・グ ラ

ン ト大 管 長 の ことで あ る。 そ の と き私

た ち は， 大 管 長 が 公 けの立 場 で とっ た

行 動 に対 して 向 け られ た あ る批 判 に つ

い て 話 し合 って い た。 大管 長 は， 腕 を

私 の 背 中 に回 し，私 の左 肩 に手 をか け

る と， こ う言 わ れ た。 「マ リオ ン， 君

は ，教 会 の 大管 長 か らい つ も目を 離 さ

な い で い るね。 も し大 管 長 が 君 に何 か

間 違 った こ とをす る よ うに命 じて ， 君

が そ れ を行 な っ た と して も， 主 はそ の

点 で君 を 祝 福 して下 さ るだ ろ う 。」

そ して， こ う言 わ れ た 。 「だ が 心配

す る こと は な い よ。 主 は ， 決 して 御 自

分 の代 弁 者 が 民 を 無 って導 くの を そ の

ま ま見 て お られ る こ とは な い か らね 。」

私 は この 助言 を決 して忘 れ た ことが

な い 。 ま た ，今 ま で ず っ と この勧 告 を

第二副管長

マ リオ ン ・Ｇ ・ロ ム ニー

忠 実 に守 っ て き た つ も りで あ る。

この集 会 に集 う私 た ち兄 弟 は 皆 ， 神

権 を 保 持 して い る。 私 た ち は契 約 の民

で あ る。 主 は， ア ブ ラハ ム と契 約 を結

ばれ た後 ， ア ブ ラハ ムに子 孫 の繁 栄 を

約 束 され た 。

「… … また 汝 の すえ … … に よ りて世

界 の 巻族 こ と ご と く祝 福 を得 ん， す な

わ ち 福音 の祝 福 に して救 い の祝 福 ， す

な わ ち永 遠 の生 命 の祝 福 を得 ん と言 う

約束 を汝 に与 うれ ば な り。」 （ア ブ ラハ

ム ２ ：１１）

ア ブ ラハ ムの 時 代 以 来 そ の子 孫 は ，

福 音 を 知 った 人 々に は 契 約 の子 と呼 ば

れ て い る。 私 た ち が主 と契 約 関係 に入

って ， 結 ぶ もの の ひ とつ は 「神 権 に属

け る」契 約 で あ る。教 義 と聖 約 の第 ８４

章 は 神権 に 関 す る もの で あ る。 そ こに

は 次 の よ うに あ る。

「モ ー セ の息 子 らと ま た ア ロ ンの息 子

ら （つ ま り， メル ケゼ デ ク神 権 者 と ア

ロ ン神 権 者 ） と は， 今 の代 に主 の 宮 居

の中 に あ りて神 の喜 び た もう捧 物 と犠

牲 とを奉 るべ し。 … …

ま た モ ー セ と ア ロ ンの 息 子 らは ， シ

オ ンの 山上 主 の宮 居 の 中 に在 りて主 の

栄 光 に充 た さ るべ く， 而 して 汝 らは モ

ー セ と ア ロ ンの息 子 た ちな り
。 … …

お よそ 忠 実 に して わ が今 語 れ る二 つ

の 神 権 （ア ロ ン神権 とメ ル ケ ゼ デ ク神

権 ） を得 ，而 して そ の天 よ りの 召 しを

全 力 を尽 して 遂行 す る者 た ち は， 「み

た ま 」 に よ り聖 め られ て そ の 肉体 再 新

さ る 。」 （教 義 と聖 約８４：３１－ ３３）

私 は これ が真 実 で あ る と 信 じ て い

る。 私 は， 神 権 の 召 しを 全 力 を尽 く し

て遂 行 す る兄 弟 た ち に は， そ の 肉体 に

変 化 が 起 こる と思 って い る。 リー大 管

１０３
：、弓



長 は今 朝 の福 祉 集 会 で の お話 の際 ， あ

る外 部 の人 につ い ての 話 を され た 。 そ

の人 は マ ッケ イ大 管 長 に会 った と き，

こ う尋 ね た。 「あ な た は神 の予 言 者 で

す か 。」 そ れ に 対 し， マ ッケイ 大管 長

は答 えた 。「私 の顔 を 眺 め て下 さ い 。そ

うす れ ば わ か るで しょ う。」

私 は か つ て ，今 の愛 す る指 導 者 の父

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス大 管 長 に つ い て

の話 を耳 に した こ とが あ る。 大 管 長 が

ア リゾ ナ で， 知 事 や そ の他 高 名 な人 々

と共 に， あ る祝 典 に参 列 した と きの こ

とで あ る。 数 人 の 人 が ， 教 会 の 大 管 長

と一 緒 に 写 真 を と りた い と願 い 出 た。

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス 大 管長 は ，喜 ん

で これ に応 じ， 写 真 を とる 間 中， 一 緒

に 立 って い た。 写 真 を と り終 っ て皆 が

そ の場 を離 れ群 集 の中 に戻 っ た と き，

知 事 は こ う言 っ た そ うで あ る。 「私 は

あ の人 の そ ば に立 って い て ， 自分 が泥

棒 か何 か で あ る よ う な感 じが した よ 。」

こ の人 は， 神権 の 召 しを 全 力 を尽 く し

て 遂 行 して い る偉 大 な人 物 の 中 に こ も

る力 を感 ず る こ とが で き た の で あ る。

「… … 忠 実 に して わが 今 語 れ る二 つ

の神 権 を得 ， 而 して その 天 よ りの 召 し

を全 力 を尽 く して遂 行 す る者 た ち は，

『み た ま』 に よ り聖 め られ て そ の 肉体

再 新 さ る。

これ らの 者 は モー セの息 子 た ち とな

り， ア ロ ンの 息子 た ち とな り， ア ブ ラ

ハ ムの 子孫 とな り， ま た教 会 員 に して

王 国 の 民 とな り神 の選 民 とな る 。」 （教

義 と聖 約８４：３３－ ３４）

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス は， 神 権 を

持 つ兄 弟 た ち に， そ の 召 しと選 び を 確

固 た る もの とす る よ う， 絶 え ず 勧 告 し

１０４

！

て い た 。啓 示 は さ らに続 く。

「主 は言 う
， ま たす べ て こめ 神 権 を

受 け入 る る者 は， われ を受 くる な り。」

（同 ３５節 ）

私 の考 えで は， この 箇 所 は主 を代 表

す るべ く指 名 を 受 け た 神権 役 員 を受 け

入 れ る人 々を 指 して い る と思 う。

「主 は言 う
， ま た す べ て この神 権 を

受 け 入 る る者 は， われ を受 くる な り。

そ は， わが 僕 らを受 け入 る る者 はわ

れ を受 くれ ば な り。

ま た， わ れ を 受 け入 る る者 は わ が 父

を受 くる な り。

而 して ， わ が 父 を受 け入 るる者 は わ

が 父 の 王 国 を 受 くるな り。 この故 に わ

が 父 の もて る すべ て は彼 に与 え らるべ

し。

而 して こは神 権 に属 け る誓 詞 と誓 約

に よ りて然 る な り。」 （教 義 と聖 約 ８４：

３５－ ３９）

ス ミス大 管 長 は ， 折 りに ふ れ ， 祈 り

と勧 告 の 中 で ，私 た ち が 与 え られ た誓

約 と責 任 に 真 に 忠 実 で あ る よ う希 望 し

て お られ る。 「神 権 に属 け る誓 詞 と誓

約 」の義 務 が ，私 た ち ひ と りび と りにか

か っ て い る こ とは疑 いの 余 地 が な い。

主 が こ う言 われ て い るか らで あ る 。「こ

の故 に この 神 権 を 受 くる者 は ， す べ て

わが 父 の この 誓 詞 と誓 約 とを 受 け ， 而

して これ を わ が 父 は 破 る こ と も．変え る

こ と も為 した も うは ず な し。」 （教 義 と

聖 約８４：４０）

そ れ故 ， 主 との誓 約 に入 っ た私 た ち

が 自分 の分 を履 行 す れ ば ， つ ま り神 権

の 召 しを全 力 を 尽 く して 遂 行 す る な ら

ば， 主 は私 た ち に永 遠 の 生 命 を 約 束 さ

れ るの で あ る。

啓 示 に は， 主 は この 誓 詞 と誓 約 の 主

の分 を 破 る こ とは な い とあ る。 しか し

私 た ち は 自分 の 分 を破 り うる し， 多 く

の 神 権 者 が現 に破 っ て い る。 そ うい う

人 々に つ い て啓 示 は次 の よ うに言 っ て

い る。

「され ど何 人 に まれ 一 度 この 誓 約 を

受 け て後 これ を破 り， また こ と ご と く

これ に違 背 す る者 は この 世 に於 て も未

来 の世 に於 て も罪 の赦 しを 受 くる こ と

なか るべ し。」 （教 義 と聖 約 ８４：４１）

私 が 思 うに は ， この聖 句 は， 神 権 の

召 しを 全 力 を尽 くして遂 行 で き なか っ

た 人 が皆 許 され な い罪 に定 め られ る と

い うの で は な く， 私 た ちが 現 在 入 って

いる契約一 バプテスマの水に入るこ

と， 什 分 の一 ， 知 恵 の 言葉 ， そ の他 諸

々 の契 約 一 を 一 度結 び な が ら， そ の

契 約 に従 って 生活 す る こ とを捨 て た人

々 は永 遠 の生 命 の 約束 を失 う危 険 を 冒

して い る， とい う こ とを言 っ て い る の

で あ る。

今 宵 ， この教 会 の指 導 者 につ いて ，

ま た彼 らが こ の地 上 にお け る救 い 主 の

代 表 者 で あ る こと等 につ い て 話 され た

ス ミス大 管 長 の 話 が 真 実 で あ る と証 し

た い。 神 権 に は力 が あ る こ とを ， ま た

私 た ちが 最 善 を尽 く して そ の任 を果 た

す な ら， 天 か ら力 を 受 け る こ とが で き

る こ とを私 は 知 って い る。

神 の 助 け が あ っ て， 私 た ちが これ を

理 解 し， ま た神 か ら神 権 を受 け る こ と

に よ っ て課 せ られ た 偉 大 な誉 を 理解 す

る ことが で き る よ う， イ エス ・キ リス

トの御 名 に よ り祈 る もの で あ る。 アー

メ ンｏ



神

そ の 権 能 と 力

権

一 神権の権能は，正 しく行使されれば，今日地上で最も偉大な権能となる

十 二 使 徒 評 議 員 会 地 区 代 表 セ ミナ ー

を含 む 本 大 会 に おい て， 直接 的 に も間

接 的 に も， ほ とん どす べ て の説 教 者 に

よ り絶 えず 繰 り返 して 述 べ られ て い る

テ ー マ は， 神 権 の重 要 性 と必 要性 に つ

い てで あ る。 私 も この テー マ に焦 点 を

合 わ せ て 話 した い と思 う。今 日， この

地 上 に お け る神権 の権 能 と力 は ，歴 史

上 の他 の い か な る時 代 に も増 して偉 大

な もの とな って い る。

１８３５年 ３月２８日オ ハ ・イオ州 カー トラ

ン ドに お け る十 二使 徒 評 議 員 会 の会 合

で ，予 言 者 ジ ョセ フは神 権 に関 す る極

め て重 要 な啓 示 を受 け た。

「当教 会 に二 つ の神 権 あ り
。 す なわ

ち メ ル ケゼ デ ク神 権 と… … ア ロ ン神 権

な り。

何 故 に前 者 を メ ル ケゼ デ ク神 権 と称

うるか と問 わ ば ， メ ル ケゼ デ クは 誠 に

偉 い な る大 祭 司 た り し故 な り。

メル ケゼ デ クの 前 の 時 代 に あ りて は

こ の神 権 は 神 の 御 子 の 神権 の聖 な る神

権 と称 え られ た り。

教 会 に於 け るあ らゆ るそ の他 の権 能

ま たは 職 務 はみ な この神 権 に従 属 す 。」

（教 義 と聖 約 １⊂「 ：１－ ３， ５）

私 た ち は い か に して も これ らの事 柄

を理 解 しな け れ ば な らな い， ジ ョセ ブ

・Ｆ ・ス ミス大 管 長 は言 わ れ た
。

「神 権 か ら生 じる職 務 で
， 神 権 そ の

七十人最高評議員会会員

Ａ ・セ オ ドア ・タ トル

もの よ り も大 き い もの は な い。 職 務 が

権 利 や 力 を帯 び る の は， 神 権 か らもた

ら され る ので あ る。 職 務 が 神 権 に権 能

を与 え る ので は な い。 職 務 につ い た か

ら神 権 に力 が 加 わ る ので はな い。 当教

会 に お け るす べ て の職 務 は， 神権 か ら

力 ， 徳 ， 権 能 を 受 け て い るの で あ る。

も し兄 弟 た ちが この 原 則 を完 全 に把 握

す るな らば ，教 会 に お け る統 治機 能 に

関 す る誤解 が ，今 よ り も遙 か に 少 な く

な るだ ろ う 。」 （「福 音 の 教 義 １」Ｐ．１８４）

教 会 に は 神権 者 の群 れ の中 よ り選 ば

れ る ３つ の管 理 定 員 会 が あ る。

「必 要 上
， これ ら二 つ の神 権 の 中 に

あ る諸 種 の職 に按 手 聖 任 せ られ た る者

の中 よ り出 で た る … …管 理 者 す な わ ち

管 理 職 員 あ り。

メル ケゼ デ ク神 権 を 有 て る者 の 中三

人 の 管 理 大祭 司 あ り， 当 団体 に よ り選

ば れ ， そ の職 に任 命 して按 手 聖 任 され

教 会 員 の 信任 と信 仰 と祈 りに よ りて支

持 せ られ ， 当教 会 の大 管 長 会 な る定 員

会 を構 成 す。

十 二人 の巡 回評 議 員 は召 され て十 二

使徒 とな る。 す な わ ち全 世 界 に於 け る

キ リス トの御 名 の特 別 の証 人 と な るべ

き者 な り。 ・一

ま た この十 二 人 は， 前 記 の三 人 の 管

理 大 祭 司 と権 能 と権 威 とを 同 じ くせ る

定 員 会 を構 成 す 。

「七 十 人 」 は … …十 二 使 徒 会 の 指 揮

の下 に教 会 を 設 立 し， また よ ろず の 国

民 に於 け る教 会 の あ らゆ る事 務 を 整理

す る に主 の御 名 に よ りて 行 な う… … べ

き者 た ち な り。」 （教 義 と聖 約 ！０７：２１

－ ２４
， ３４）

神 権 とは 何 か 。 ジ ョン ・テイ ラー大

管 長 の 言 葉 で あ る。

「…… そ れ は 地 に お い て も天 に お い

て も神 の 政 体 そ の もの で あ る。 何 とな

れ ば ， 地上 ，天 上 を 問 わ ず， あ らゆ る

物 事 が 治 め られ る の は， そ の権 能 ， 働

ら き，原 則 に よ る の で あ り， ま た あ ら

ゆ る物 事 が 支持 され る の もそ の権 能 に

よ るか らで あ る。 神 権 は あ らゆ る物 事

を治 め， あ らゆ る物 事 に指 示 を 与 え ，
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神権一 その権能 と力

あ らゆ る物 事 を 支 え る。 神 と真理 に調

和 す る あ らゆ る物 事 に 関係 を もっ て い

るの で あ る。 そ れ は天 上 に お い て は英

知 に ，地 上 に お い て は人 に付 与 され る

神 の権 能 で あ る 。」 （「福 音 の王 国 （英

文 ）」 Ｐ．１２９）

昇 栄 に達 す る た あ に， 人 は聖 な る神

権 を得 ， そ して その 召 しを 全 力 を 尽 く

して遂 行 しな けれ ば な らな い。

「お よ そ忠 実 に して わ が今 語 れ る 二

つ の 神 権 を得 ， 而 して そ の天 よ りの 召

しを 全 力 を尽 して 遂行 す る者 た ち は，

「み た ま
」 に よ り聖 め られ て そ の 肉体

再 新 さ る。

これ らの者 は …神 の 選 民 とな る。

而 して … … この 故 にわ が 父 の もて る

す べ て は彼 に与 え らるべ し。

而 して こは 神権 に属 け る誓 詞 と誓 約

に よ りて 然 る な り。」 （教 義 と聖 約８４：

３３， ３４， ３８， ３９）

しか し， これ に は神 権 の 召 しを全 力

を尽 く して遂 行 す る とい う条 件 の あ る

こ とを忘 れ て は な らな い。 この神 権 の

発 揚 と執 行 に 関 して は今 日， 教 会 に お

い て ，偉 大 な精 力 が払 われ ， 非 常 な強

調 が置 か れ て い る。

「この故 に各 人 皆 自 らの 職 務 を 守 り

自 らの天 職 を 努 め …… か く して … … そ

の系 統 完 全 に保 た る るな り 。」 （教 義 と

聖 約 ８４：１０９， １１０）

こ う した 責 任 に あ って ，今 日の教 会

の 大 祭 司 た ちは ，’総 合 的 な神 権 の 責任

を 持 ち ， 系 図 の探 究 と神 殿 の儀 式 の執

行 に あ た って い る。 彼 らは， 神 権 を通

じて ，教 会 の 各 会員 が適 当 な 時期 と方

ユ０６

法 で その 死 者 の 救 い の 業 に携 わ って い

るか ど うか を み るの を仕 事 とす る。 つ

ま り， この意 味 す る と ころ は，．全 会 員

が ，

１ 個 人 の覚 え の書 を 持 つ こと

２ 最 低 ４代 の 系 図 を 完 成 させ る こ

と

３ 神 殿 参 入 の 推 薦 状 を 受 け る に ふ

さわ し く生 活 す る こ と

４ 神 殿 で 行 な わ れ る死 者 の た め の

儀 式 に 参 加 す る こ と

で あ る。

七 十人 もそ の職 務 を守 り， 自．らの天

職 を努 め るべ く， その 仕 事 は神 権 伝 道

活 動 に あ る。 七 十 人 は宣 教 師 と して ，

教 え る専 門 家 で あ る。 会 員 と して の私

た ち の強 さ は， 求 道 者 を 見 つ け ， フ ェ

ロ ー シ ップす る こ とに あ る。 一 致 協 力

す れ ば ， 私 た ちは 力強 い チ ー ム とな っ

て 天 父 の す べ て の子 供 た ち に 回復 の メ

ッセ ー ジを携 え て い く こ とがで きる の

で あ る。

長 老 は ， そ の職 と召 しに あ っ て， 福

祉 活 動 に責 任 を持 つ。 しか し， 主 要 な

責 任 は， 神 権 ホ ー ム ・テ ィー チ ング を

通 して， 聖 徒 た ちを 完 き者 とす る こ と

に あ る。 長 老 定 員 会 の 会 長 は， ワ ー ド

部 に おい て， 監督 を 除 く他 の い か な る

人 に もま して 多 くの 人 々に福 音 を伝 え

る と い う特 殊 な召 しが あ る。

神 権 ホ ー ム ・テ ィー チ ャー の責 任 は

「… 各 会員 の家 庭 を訪 れ
， 彼 らが 声

を 挙 げ て もひ そ か に ても 祈 りを な し，

また す べ て家 庭 の務 め に い そ しむ よ う

に勧 め ，

…… 常 に教 会 員 を守 護 し， 彼 ら と共

に あ りて彼 らを強 くす べ き もの とす ，

… …教 会 員 の中 に邪 曲 な き よ う
， 互

い の間 に頑 固 な る こ との な き よ う， ま

た虚 言 ， 蔭 口， 悪 口 な ど もな き様 注 意

す べ き もの とす 。

また 教 会 員 の しば しば集 会 す る こ と

を はか り， ま た す べ て の会 員 に そ の義．

務 を つ くす よ うに な さ しむ 。」 （教 義 と

聖 約２０；４７， ５３－ ５５）

こ う した各 々 の義 務 は， 主 に よ り，

家 庭を 強 め るべ く企 図 され て い る。 こ

の聖 句 の指 示 で は， 「教 え る」 とい う

言 葉 が 間 接 的 に しか 述 べ られ て い な い

こ とに お気 づ きで あ ろ う。恐 ら く，私

た ちが ホー ム ・テ ィー チ ャー と して そ

の 義 務 を 完 全 に把 握 す る な らば， ホ ー

ム ・テ ィー チ ング は， 終 局 的 に主 が 各

家 庭 で指 導 す る べ く聖 任 され た人 に よ

り行 な わ れ る で あ ろ う。

神 権 ホ ー ム ・テ ィー チ ング は， い ま

だ そ の召 しの か くあ るべ き姿 に まで達 ．

して は い な いが ， 私 た ち は ホ ー ム ・テ

ィー チ ング が 教 会 にお け る奉仕 の 中 で

最 も高 尚 な概 念 で あ る こ とを理 解 しつ

つ あ る。 ひ とつ の こ とは確 か で あ る。

それ が 人 を救 う奉 仕 の 業 で あ る とい う

こ とで あ る。

教 会 に お い て， 神 権 こそ悪 の 進 出 に

対抗 し うる強 力 な と りでで あ る。 この

地上 に お い て， 悪 魔 の 攻 撃 に抵 抗 しう

る力 は， 各 家 庭 で 神 権 を尊 ぶ 義 しい 入

の集 ま りを お い て他 に な い。

ア ロ ン神 権 を持 つ 若 人 もない が しろ

に され て は い な い。 主 はそ の 知 恵 に よ



り，若 い諸 君 が王 国 の奉 仕 の業 を果 た

す べ くそ の若 い と きに 召す こと を， よ

し と され た。 諸 君 は教 会 の プ ログ ラ ム

を理 解 しな い が ゆ え に， 教 会 は重 大 な

論 争 を避 け て い る と感 ず る ことが あ る

か も しれ な い。

当教 会 に は， 若 人 に対 す る召 し もあ

り， 諸 君 が指 導 者 の勧 告 に従 い さ えす ＝

れ ば な す べ き こ とが 山程 あ る。 諸 君 が

好 き勝 手 な行 動 を とっ て暴 走 す るの は

主 の み こ ころ で は な い。 こ こに 「手 綱

を握 る手 は， 積 み荷 を引 く 力 と は 違

う。」 とい うひ とつ の こ とわ ざ が あ る

よ うに， 若 人 の熱 意 と精 力 が ，成 熟 し

た大 人 の 知 恵 と結 び つ けば 偉 大 な チ ー

ムと な る。 そ れ こそ 主 が ， ア ロ ン神 権

者 と メル ケゼ デ ク神 権 者 が共 に働 くよ

う意 図 され た こ とな の で あ る。

何 故 ， あな た 方 に純 潔 な生 活 を送 る

よ う勧 め るの か 。 あ な た方 が， 神 の王

国 に 貢献 す るに ふ さわ しい僕 とな る た

め で あ る。

６７年 前 ， ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス大 管

長 は言 わ れ た。

「も し長 く生 き られ るな ら （あ る者

は十 分 生 き られ な くて も， 他 の 者 が生

き残 るだ ろ う）， 次 の よ うな 日 が 来 る

の を 期 待 して い る。 そ れ は末 日聖 徒 イ

エス ・キ リス ト教 会 の す べ て の神 権 評

議 員 会 が ， 英知 と能 力 に応 じて で き る

限 りそ の義 務 を悟 り，責任 を 引 き受 け，

ま た神 権 の 召 しを全 力 を尽 く して遂 行

し，教 会 に お け る役 職 を 果 た す よ うに

な る 日で あ る。 そ の 日．が 来 れ ば ， 現 在

補 助 組 織 に よ っ て行 なわ れ て い る こ と

はそれほど必要ではなくなるだろう。

なぜなら神権の正規の定員会によって

行なわれるか らである。主は初めか ら

そう計画され，認めておられた。それ

で主は，す琴ての必要を神権の正規の

組織によって満たす用意をされた。」

（「福音の教義 １」 Ｐ．１９６）

今，神権のそれぞれの職で最も力強

い人が神権指導者として召されるその

日が到来 しつつある。

現在長老見込み会員であるあなた方

には，自分のもつ可能性を高めるよう

勧める。家庭で霊的な指導者 となりな

さい。この責任の外とうを身にまとい

なさい。神の王国であなたとあなたの

愛する者とに救いと昇栄を与える奉仕

の業に携わりなさい。 この呼びかけは

ありきたりの奉仕への召しでもなけれ

ば，気違いじみた訴えで もない。個人

の生活を秩序だて，家庭の事柄を律 し

同胞に奉仕の手を差 し伸べ，そして神

よりのこの権能を通 し，他人の生涯 に

祝福をもだらしなさいとの厳粛な警告

である。

霊感あふれる指導者を有するこの教

会は，すでに悪魔 と対抗 している。私

たちが関与するはずの戦いは遙かな未

来にあるのではない。現在 こそその時

なのである。 これを明確に見極めない

と言 うなら，今 日の幹部の方々の警告

を理解 していない証拠に他ならない。

３日間にわたる話を聞いた今，本大

会のメッセージは明白である。神権の

責任を引き受け，主の御業を押し進め

ることである。これは普通の大会では

な い。 単 に 「今 まで で 一 番 良 い 大 会 」

で もな い。 悔 い 改 め て ， この教 会 に 賜

わ っ た この 偉 大 な権 能 の 業 を全 力 を尽

く して 遂 行 せ よ との 明 確 な 呼 び か け を

私 た ち は聞 いた の で あ る。

兄 弟 た ち よ，私 は訴 え た い。 立 ち上

が れ ， 怠 惰 と無精 の 足 か せ を振 り捨 て

て 前 進 せ よ 。

予 言 者 ジ ョセ ブの激 励 の言 葉 を あ げ

よ う。 「兄 弟 よ ， わ れ らま こ とに偉 な

る大 義 に向 って 進 ま ざ らん や。 進 み行

きて 退 くこ とな か れ， 奮 い起 て よ， 兄

弟 た ち 。 進 み 進 み て勝 利 に至 れ … …」

（教 義 と聖 約 １２８：２２）

イ エ ス が キ リス トで あ る と証 申 し上

げ た い。 ・イエ ス が永 遠 に偉 大 な大 祭 司

で あ る と証 す る。 天 父 な る神 と その 御

子 イ エ ス ・キ リス トが 実 際 に予 言 者 ジ

ョセ フ ・ス ミス の前 に現 わ れ ， この 時

代 に新 し くイ エ ス ・キ リス トの 教 会 を

設 立 し， ジ ョセ フ に神 の 権 能 を 賦与 さ

れ た こ とを 証 す る。

こ こ に お られ る幹 部 の 兄 弟 た ち が，

聖 な る神 権 の鍵 を保 持 して お られ， ま

たそ の 言 葉 に は 力 と霊 感 が あ る と証 す

る。 全 世 界 を 見 て も， 他 に この よ うな

人 々 は い な い 。彼 らが現 在 の地 位 に あ

るの は ，党 利 党 略 の結 果 で もな けれ ば

人 気 投 票 の結 果 で もな い。 啓 示 と按 手

に よ り召 され た の で あ る。 私 た ちが で

きる 限 り， 霊 感 あふ れ る彼 らの 勧 告 に

耳 を 傾 け， 従 うな らば ， 何 事 も 申 し分

な い もの と な るで あ ろ う。 イエ ス ・キ

リス トの 御 名 に よ り， アー メ ン。
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私 は今 ， 私 た ち の状 態 ， す なわ ち あ

る ひ とつ の業 に召 され て い る民 と して

の私 た ち の立 場 に つい て考 えて い る。

私 た ちが 兄 弟 た ち を伝 道 に送 る と き，

あ る い は教 会 の務 めの ため に派 遺 す る

ど き に は， もち ろ ん それ を 成 し遂 げ て

ほ しい と願 って そ う して い る。 また 主

もそ の よ う に望 ん で お られ る。伝 道 と

同様 に， 今 夜 この 場 に 臨席 の イ ス ラエ

ルの 長 老 た ち， お よび 王 国 で あ る この

教 会 内の 長 老 た ち につ い て も今 思 い め

ぐ ら して い る。

私 た ち はあ る務 め を 果 た す よ うに任

じ られ て きた 。 そ して そ れ に取 り組 み

成 し遂 げ る時 を設 定 した。 そ の た め に

どれ ほ どの歳 月 が必 要 か， 私 に は必 ず

しもわ か らな い。 しか し この務 め は私

た ちの手 に委 ね られ て い る。 しか も私

た ち が 召 され て い る， あ る い は任 じ ら
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れ て い る職 が何 で あ るか は， 全 く問 題

で は な い。

ま た あ る務 めが 課 せ られ る と き に，

私 た ち は それ を 無 視 す る こ と も放 棄 す

る こと もで き な い。 私 た ちが保 つ と保

た ざ る と にか か わ りな く， 必 ず 残 され

る ひ とつ の 記 録 が あ るか らで あ る。 こ

れ が 事 実 で あ る こ とは ， 多 くの 啓 示 で

示 され て い る。 あな た の歴 史 が あ な た

の 行 く末 を 決 め るの で あ る。 あ な た 方

は皆 ， 幕 の か な た に行 くと， そ れ を知

るで あ ろ う。 す べ て の 人 の歴 史 す な わ

ち行 な いは ， そ の 人 が この 世 で記 録 し

て きた か 否 か を 問 わ ず ，必 ず書 き留 め

られ て い る。 「か ん らん の葉 」 と して

知 られ て い る啓 示 （教 義 と 聖 約 第 ８８

章 ） の 中 に ， この こ とが は っ き り と示

され て い る 。私 た ち の双 肩 に課 せ られ

た 務 め が あ る。 ジ ョセ フ ・ス ミス もブ

リガ ム ・ヤ ング も負 って い た し， 十二

使 徒 もまた 私 た ち も皆負 って い る。 そ

れ を果 た さ な けれ ば ，私 た ち は罪 あ り

と され るで あ ろ う。幕 の か な た に行 く

と， その こ とが わ か る。 しか し非 常 に

多 くの 人 が この 義務 を軽 視 し， そ の結

果 神 の 王 国 で あ る この教 会 を 去 っ て い

る。

私 は 神 に 負 って い る私 の責 任 と， こ

の 時 代 の す べ て の神 権 者 が負 っ て い る

責 任 を 十分 理 解 で き る よ うに， 幾 度 も

心 の 内 に考 え願 って きた 。 しか し私 は

兄 弟 た ち に 申 し上 げ た い。 私 た ち は あ

ま りに も この世 の事 柄 に心 を 捕 わ れ て

い る。 ま た私 た ち は， 神 と高 き天 と，

ま た地 とに対 して負 っ て い る大 き な責

任 を認 識 して い な い。 それ は本 来 この

時 代 の神 権 者 が 負 うはず の も の で あ

る。 私 た ち は主 か ら遠 く離 れ て い る よ
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うに思 わ れ る。 本 来 望 まれ て い る程 に

は， この宗 教 に沿 った 生 活 を して い な

い。 ま た末 日聖 徒 と して 本 来 あ るべ き

姿 で， この王 国 の確 立 に心 を注 い で い

な い よ うで あ る。

この よ うに言 っ たか らと い って ，私

が あ な た方 と敵 対 して い る と思 わ な い

で い た だ きた い。 私 た ち に は果 た す べ

き大切 な業 が あ る ことを 私 は感 じて い

る。 ま た私 た ちが この 世 を 去 った ら，

他 の人 々 が そ の 業 を 引 き 継 ぐで あ ろ

う。 私 は生 涯 の務 め に つ い て思 いを め

ぐ ら して い る。 考 え る に， 私 た ちが こ

の 盆地 に来 て か ら， ８名 の使 徒 が 霊 界

に行 った。 私 自 身 も そ こ に 行 くだ ろ

う。 兄 弟 た ち に も備 えが で き る よ う に

願 っ て い る。 多 くの歳 月 が 過 ぎ な い う

ち に ，私 た ち は 皆 そ こ に 行 くで あ ろ

う。 私 は そ の他 の こと は何 も求 めて い

な い 。 この １， ２年 間 ， 王 国を 築 くた

め に 努 め る こ と以 外 ， 他 に何 の 務 め も

な い と心 に感 じて き た。 神 が 私 の 手 に

求 め て お られ る務 めを 軽 視 して ， この

世 の 事柄 に心 を向 け る ことが 正 しい と

は思 って い な い。

この 時代 ， す な わ ち この 世 に住 ん で

い る１２億 以上 の人 々 につ い て考 えて み

よ う。 多 くの人 々 の行 な い は， 正 に神

の裁 きを 受 け る時 期 が 来 て い る ことを

示 して い る。 人 々 の頭 に ま さ に神 の 怒

りが 下 ろ う と して い る。 これ らの事 柄

を考 え るに ， も し私 が人 々 の前 で 証 を

述 べ る こ とを 怠 るな ら， す な わ ち機 会

が あ りな が ら世 の 人 々 に証 を述 べ る の

を 怠 るな らば ，霊 界 に行 っ て それ を 後

悔 す る こ とを 知 って い る。

これ が この 業 に 関 して私 の感 じる と
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ころである。神はこの時代の人々に証

を述べるように私たちに求めてお られ

る。この時代の人々の広がり，すなわ

ち莫大な人口を考え，また今の時代は

神が偉大な最後の王国を築 くためにそ

の御手を置いてお られる神権時代であ

ることを考慮すると，この業の偉大 さ

をよく理解することができる。 この王

国は主がこれまでの時代に築かれた王

国の中でも，福千年の間を通 じて地上

に残 る唯一のものである。

世はいつも予言者たちに戦いを しか

け，市 と共に天に取 り上げられたエノ

クを除いて，予言者たちを滅ぼしてき

た。父なる神の約束通 りに今日地上に

神の王国があり，それが人の子の来臨

まで地上に存続することを認め，さら

に私たちの責任を実感するな らば，私．

たちは皆それぞれの召 しを全力を尽 く

して果た したいと願うであろう。

この世代に，今 日見るとおり，国々

に囲まれ，１０億にも及ぶ人々の怒 りと

憤 りに接 しながら，私たちはこの地上

に存続する神の王国を築 く力を得，至 、

高者なる神のために数々の神殿を建て

る力を得，さらに主の助けを受けて務

めを果たさなければならない。私たち

は長年 この世の人々に証を 述 べ て き

た。私も兄弟たちも，またイスラエル

の長老たちも述べてきた。イエス ・キ

リス トの福音，モルモン経 さらに私た

ちのこの時代に立てられた神の予言者

たちについて証を述べてきた。 これ ら

の証は， この世代の人々に対する裁き

の要素となり，証を拒む人々を責める

ものとなるであろう。

この王国は私たちに託 されている。

天の王国は私たちと共にある。神はこ

れまで私たちを助けてこられた。また

神は人の怒りを解きたもう。敵の手を

しばり，またシオンに敵対 して作 られ

るすべての武器を破壊 したもう。神は

この山中の盆地に人々を住 まわせ られ

た。

監督な らびに権能を授けられたすべ

ての兄弟たちに申し上げる。私たちは

この業を続けることに関心を持たなけ

ればならない。神のみたまを受けるよ

うに努めなければならない。心の眼が

開かれ るように主に求めることは，私

たちの権利であり，「特権であり，義務

である。それによって私たちは，生を

受けているこの時代がどういう時代で

あるかを知ることができるのである。

与えられている務めについての主のみ

こころと御旨を知るととは，あなた方

の特権であり，私の特権でもある。 こ

れを求めることを怠 るときに，与えら

れた召 しを全力を尽 くして遂行するこ

とがなおざりにされるのである。

私たちは，何か務めを果たすように

求められたときに何 も考えるべきでは

ない。むしろ，求められた事柄は，貫

徹する意志を もって果たす べ き で あ

る。初期の伝道の時代を思い起 こして

みよう。テイラー兄弟，ブ リガム兄弟

私およびその他の兄弟たちは，病気で

熱や悪感に苦 しみ，死の力にさいなま

れなが ら福音を説 くために出発 しなけ

ればならなかった。 しか も，食物 も服

もなしに妻子を残 し，財布も旅の袋も

持たずに出かけた。私たちはそうする「

ように，神に命 じられたのである。 も

しそうしなかったならば，私たちは今
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１８９６年 頃 の ウ ィル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フと ３代 の 子孫

日 こ こに い なか っ た で あ ろ う。 しか し

これ に従 った の で ， 神 は 私 た ちを 祝福

して 下 さ り， この 教 会 の 忠 実 な長 老 た

ち を 支 えて 下 さ った 。 さ らに私 た ち が

成 し遂 げ る まで そ う して下 さ るで あ ろ

う。

私 は これ らの事 柄 につ いて ， 自分 の

気 持 を述 べ たか っ た。 今 私 た ちの 立 場

に つ い て老 えて い る。 私 た ち には 述 べ
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るべ き証がある。また，私たちには義

務をどのように果たすかについて責任

があることを私は実感 している。私た

ちはそれぞれ，使徒，七十人，長老，

祭司その他として，至高者である神に

対 し責任を負っている。義務を果たす

ならば，私たちの衣は清 くなるであろ

う。

私たちはシオンの城壁上の見張 り人

で あ る。 来 た るべ き事 柄 につ いて 世 の

人 々 に警 告 す る のが 私 た ちの 務 め で あ

る。 も し人 々が 私 た ちの 証 を拒 む な ら

ば ， そ の と き彼 らの血 は彼 らの頭 に注

が れ るで あ ろ う。神 の裁 きが 邪 悪 な人

々 に下 る と き， 彼 らは警 告 を受 け なか

っ た と言 う こと はで き な い。 私 や 大 勢

の 入 々 の衣 は， ジ ョセ ブ ・ス ミス や ブ

リガ ム ・ヤ ング ， そ の他 死 ぬ ま で信 仰

に 忠 実 で あ った イ ス ラエ ル の長 老 た ち

の衣 と同様 ， この世 代 の人 々 の汚 れ に

染 まず ， 清 い ので あ る 。私 た ちは 証 を

述 べて き た。 神 の裁 きが 下 る と き に，

人 々 は警 告 を受 けな か った と言 う こ と

はで き ない 。 この 世 で 私 た ち の 受 け て

い る職 は ，私 た ち に と って も彼 らに と

って も非 常 に 大切 で あ る と思 う。 私 は

霊 界 に行 って， この世 の人 々 に責 め ら

れ た くな い し， ま た義 務 を 果 た さ なか

っ た と言 い た く もな い。

か つて こ の よ う な時 代 は 全 くな く，

今 の よ うな人 々 も存 在 しな か った。 神
幽が 世 界 を 創 造 され て 以来

， この よ うな

御 業 が行 な わ れ た こ と もな い。 確 か に

福 音 を説 い た 人 々 は これ ま で に い た。

しか し， 主 が王 国 を建 て る た め に そ の

御 手 を置 かれ た の は， 時 満 ち た この 時

代 で あ る。 今 は 最 後 の 神 権 時 代 で あ

る。 主 は御 業 に従 事 す る男 女 を 立 て ら

れ た。 これ まで 述 べ て きた よ う に， こ

の世 が 組 織 され て か ら，私 た ちの住 ん

で い る この 時 代 に至 る ま で， 多 くの人

々が霊 界 に留 め 置 か れ て い た の で あ

る。

私 た ち の生 命 は キ リス トと共 に神 の

内 に隠 さ れ て きた。 そ こで 悪 魔 は， 私

た ち が生 まれ た そ の 日 か ら現 在 に至 る



まで ，私 た ちを 殺 そ う と ね ら っ て い

る。 しか し主 は私 た ちを 守 り， 神権 を

授 け， 王 国 と王 国 の鍵 を与 え て 下 さ っ

た。 天 父 の期 待 を 裏 切 れ る で あ ろ う

か 。 この 時 代 を待 ち望 ん で い た， い に

しえ の予 言者 や 使徒 を 失望 させ られ る 、

で あ ろ うか。 この業 の基 を据 え て， 私

た ち に そ の後 の仕 事 を託 して この世 を

去 った ジ ョセ ブ ・ス ミス や兄 弟 た ちの

期 待 を裏 切 れ る で あ ろ うか 。

兄 弟 た ち よ。 神 の た め に， 永 遠 の生

命 に 関す る事 柄 を 軽 視 して ， この 世 の

事 柄 に心 を向 け る よ う な こ とが あ って

は な らな い。 す べ て の 事 柄 に つ い て導

き を与 え る た めに 幹 部 指導 者 が 召 され

て い るが ， 彼 らの 勧 告 に 従 う こ とは難

しい と， 監 督 に 感 じさせ る よ うな こ と

が あ って は な らな い 。 も し父 祖 ア ダ ム

の よ うに 一 千年 間 この地 上 で貧 しい境

涯 の 中 に生 きな が らえ， 生 涯 働 き続 け

て 完 う した と して も， 一 生 を 終 え てそ

の行 な い に よ っ て第 一 の復 活 の朝 に妻

子 と共 に よ みが え る ことが で き， 神 の

み も とで一 緒 に 暮 らす こ と が で き れ

ば， それ だ けで 一 千 年 間 の働 きに対 す

る十 分 な報 い と な るで あ ろ う。私 た ち

が 行 な い あ るい は忍 ぶ もの で ，神 が 明

らか に して お られ る 「王 国 が増 し加 え

られ る」 こ とや ，王 位 ， 公 国 に比 較 で

き る もの が あ るだ ろ うか。

私 た ち は王 国 を受 け て い る ので ， そ

れ を維 持 しな けれ ば な らな い。 信 仰 を

失 う こ とは， あ な た方 の ため に も私 の

た め に もな らな い。 しか しこの危 険 が

あ る こ とを あ な た方 は知 って い る。 ジ

ョセ ブ兄 弟 は， いつ も次 の よ うな勧 告

を 与 え て い た。 「神 が果 たす よ うに求

めておられる義務を放棄 し，自分の望

みを満たそうとするな ら，正にその瞬

間に，すなわち無 とん着になり始めた

瞬間に，あなたは背教の基を据えてい

るのである。注意 しなさい。御業に召

されていることを認識 しなさい。そし

て神がその務めを果たすように求めら

れるときにそれをしな さい。」また次

のようにも語っている。 「あらゆる試

し，困苦，病い，苦難また死に遭遇 し

ても，神を裏切 らないように，神権者

を欺かないように，また背教 しないよ

うに注意 しなさい。もし背 くならば後

悔するときが来るだろう。」 私 たちは

このような勧告を何度 も受けた。そし

て私 はその日から今 日までそれを心に

留めてきた。

義務をなおざりにするなら何 ら得る

ものはない。私はこの教会すなわち王

国では何の罪 も犯 していない。 しか し

義務をなおざりにするなら，その怠慢

の値 うちの一千倍にも相当するものを

失うのである。罪を犯せば罰せられ勧

告を無視すれば罰を被る。そ して悲 し

みが訪れる。唯一の安全な方法は全力

を傾けて義務を遂行 し，王国を維持す

ることである。

私たちが神を忘れるのではないか，

また神から受けている職務を忘れるの

ではないかと私は案 じている。これは

私自身について言えることである。こ

れまでに満足や幸福を得たとすれば，

私はそれを 「モルモニズム」から得た

のである。私に対 して，あるいは私に

ついて何かがあるとすれば， 「モルモ

ニズム」によって与えられたものであ

る。何 らかの祝福を受け，神の事柄を

証 す る力 を 得 ， また教 会 す な わ ち神 の

王 国 に何 か もた らす手 段 が あ った とす

れ ば ， そ れ は 神 の 力， あ るい は 「モ ル

モ ニズ ム」 と呼 ば れ る もの， キ リス ト

の福 音 に よ った の で あ る。

これ らの事 柄 を成 就 した の は神 の 力

で あ る こ とを私 は知 っ て い る。 私 た ち

は所 有 して い るす べ て の もの， す なわ

ち富 や賜 ， 妻 子 等 を， 神 の 力 に よ って

受 け た の で あ る。 あ な た方 の 中 の何 人

が ， 来 た るべ き世 の 王 国 ，権 威 ，公 国

を頭 に結 び 固 めて きた の で あ ろ うか。

だ れ が これ らの祝 福 を 金銀 や この世 の

物 と比 べ る こ とが で き るで あ ろ うか 。

ま た何 を 永遠 の生 命 の賜 と比 べ られ る

で あ ろ うか。

あ な た方 を祝 福 し， ま た聖 な る神 権

を持 つす べ て の人 々を 祝 福 した もう よ

うに， 天 父 な る神 に祈 り奉 る。 神 の 祝

福 が あ な た方 の 上 に あ る よ うに 。私 た

ち民 は， 立 ち上 が って 神 の権 威 を身 に

ま とわ な けれ ば な らな い。 私 た ち の 中

に刷 新 す な わ ち変 革 が な け れ ば な らな

い 。私 た ちの 間 に は非 常 に 多 くの悪 が

あ る。悪 魔 は私 た ち に非 常 に大 き な力

を及 ぼ して き た。 そ して キ リス トの 御

名 と聖 な る神 権 を受 け て い るか な り多

くの人 々 が， 神 の事 柄 につ いて 熱 を 失

っ て い る。 私 た ち は 目 ざめ ， ラ ン プの

手 入 れ を し， 人 の 子 の 来 臨 に備 え な け

れ ば な らない 。 神 が あ な た 方 を祝 福 し

た も う よ うに 。 私 た ち す べ て を導 き，

指 示 を 与 え ， 御 手 の 内 に留 め た も うよ

うに 。私 た ち を清 め， 永 遠 の生 命 を受

け継 げ る よ う に備 え さ せ た も う ・ｆエ

ス ・キ リス トの 御 名 に よ っ て 祈 り奉

る 。 ア ー メ ン。
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「

一 １９７２年 ４月 ８日神権総大会一

永 遠 の 鍵 と 管 理 す る 権 能

今日におけるメルケゼデク神権者の義務 と権能

第１０代大管長

ジ ョ セ ブ ・フ ィー ル デ ィ ング ・ス ミス

　

私 は ここで あ な た 方 に ，神 権 とそ の

鍵 につ いて 少 々話 そ う と思 う。主 は今

日， この最 後 の 福 音 の 神権 時 代 に ， こ

の 神 権 の鍵 を私 た ち に授 け られ た 。

私 た ち は この 聖 な るメ ル ケ ぜ デ ク神

権 を保 持 して い る。 そ して ， この 神 の

能 力 と権 威 は人 類 の 救 い の た め に働 く

よ う この世 の 人 に委 託 され た の で ．あ

る。

ま た，、私 た ち は この 世 にお ける 神 の

王 国 の鍵 も保 持 して い る。今 日，神 の

王 国 とは この 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス

ト教 会 の ことで あ る。

これ らの 鍵 と は 管 理 す る権 能 で あ

り， この地 上 に おい て 神 に属 す る事柄

す べ て につ いて 指 示 を 与 え，．管理 す る

能 力 と権滅 で あ る。 そ して これ を保 持

す る者 は他 の神 権 者 が 神 権 の職 に仕 え

る方 法 をす べ て 管 理 し統 治 す る能 力 を

そ な え て い る。 私 た ち は全 員 神権 を持

つ こ とがで き るが ， その 神 権 は鍵 を保

持 して い る者 に よ って 指 示 され た り権

能 を与 え られ た りす る範 囲 に おい て の

み行 使 で き る。

この神 権 と多 くの 鍵 はペ テ ロ， ヤ コ

ブ， ヨハ ネ に よ っ て， ま た モ ー セ， エ

ラ・イジ ャ， そ の他 古 代 の 予 言 者 に よ っ

て， ジ ョセ ブ ・ス ミス と オ リヴ ァ ・カ

ウ ドリに授 与 され た。 これ ら神 権 の鍵

は 十二 使 徒 評 議 員 会 の会 員 に それ ぞ れ

与 え られ て い る。 しか し鍵 は管 理 す る

権 能 で あ る か ら，』ここ の 地 上 で は 神 の．

先 任 使 徒， す な わ ち大 管 長 に よ っ ての

み完 全 に行 使 ・され う る の で あ る。　さ

て ，今 明確 に述 べ る と，「私 た ち は聖 な

る 神権 を持 ち， 神 の王 国の 鍵 は こ こに

Ｈ４

あ る。 そ れ は この末 日聖 徒 イ エ ス ・キ

リス ト教 会 にお い て の み 見 い だ され

る。

啓 示 の 中 で ，主 は ジ ョセ ブ ・ス ミス

に これ らの鍵 に つ い て次 の よ うに述 べ

られ た 。 「こは 大神 権 の 大管 長 会 に常

に属 す る もの な り。」 （教 義 と聖 約 ８１；

２）．「何 人 に て もわ が言 を受 け入 る る

者 はわ れ を 受 け 入 る るな り。而 して わ

れ を 受 け入 る る者 は ， わ が遣 わ した る

者 す なわ ちわ が 名 の た め に汝 の助 言 者

と な した る大 管 長 会 を 受 け 入 る る な

り。」 （教 義 と聖 約 １１２：２０） 』

同 じ くこれ に関連 して 予言 者 ジ ョセ

ブ ・・ス ミス は こ う言 って い る。 「あ な

た方 は， ダ ニエ ル の よ うに主 の家 に 向

か って 日 に三 度 お祈 りを す る人 々 と知

己 に な りな さい 。．大 管長 に注 意 を 向 け

な さ い。 そ して さ しず を 受 け 入 れ な さ

い 。」

さ て， 兄 弟 の 皆 さ．ん ， 今 こ こで ぜ ひ

と もは っ き り させ て お か な け れ ば な ら

な い ことが ひ とつ あ る６ そ れ は この教

会 の大 管長 や 大 管 長 会 ， あ るい は 大 管

長 会 と十 二 使 徒 会 の 統 一 見解 は聖 徒 を

決 して間 違 った 方 向 に導 くこ とは な い

し， 主 の御 旨 と み ζ こ ろ に矛 盾 す る勧

告 を世 界 に発 す る こ と も ない とい う こ

とで あ る。

個 人 と して は道 を はず れ た り， 主 が

意 図 され る と ころ と は異 な．る見解 を 持

っ た り，．不 十 分 な忠 告 を 与 えた りす る

か も しれ な い。 しか しなが ら大 管 長 会

の意 見 や 同 じ く神 の 王 国 の鍵 を握 る他

の幹 部 の統 一 見 解 は いつ も聖 徒 や 世 界

を主 が 望 ん でお ち れ る道 へ導 ．くの で あ

る。

主 は この こ とを非 常 に は っ き りど ジ

ョセ ブ ・ス ミス に語 られ た。 「ま たわ

れ汝 らに告 ぐお よ そ誰 か 権 威 あ る者 よ

り聖 職 に按 手 任 命 され ， また その 者 の

権 威 を有 て る こと と， 教 会 の 長 た る者

た ち よ り正 式 の按 手 聖 任 を 受 けた る こ

と とが教 会員 の知 る所 に あ らざれ ば 何

人 とい え ど もわ が福 音 を 宣 べ ん た めに

出 で行 く こ と， ま た は教 会 を 創 立 す る

こ とを許 され ざ るべ し。」 （教 義 と聖 約

４２：１１＞ 「神 の王 国 の鍵 は、こ の世 の人

の 手 に委 任 され， 福 音 は こ こよ り転 じ

行 きて 世 の果 に ま で も達 せ ん 。 あ たか

も人手 に よ らず 山 よ り切 り出 され た・る

石 の転 が り出 で て， つ い に全 世 界 に充

ち満 つ るが 如 し。」 （教 義 と聖 約 ６５：

２）

’さて
，兄 弟 の皆 さん， これ らの こ と

は真 実 で あ る。 主 は私 た ち と共 に お ら

れ る。 正義 の要 求 は満 た され る。 私 た

ちの要 求 は 義 しく，１主 は私 た ち を確 か

に導 き，つ い に は勝 利 に至 らせ て下 さ

るに違 い な い。．

私 ば 自信 を持 っ て証 す る。 も し私 た

ちが 大 管 長 会 に注 意 を 向 け， そ の忠 告

と ざ しず に 従 つた な らば， 教 会 と して

また個 人 と して私 た ちが この世 の生活

で 平 安 を得 ， 来 た る べ き世 に お い て は

永 遠 の 栄光 の 世継 ぎ となる こと を，」こ

の世 の１い か な る力 とい え ど も， 変 え た

り， くい とめ た りす る こ とは で きな い

の で あ る６ 主 イ エ ス ・キ リス トの御 名

に よ り申 し上 げ る。』ア ー メ ン。



ア ロ ン神 権 は ど うか

「汝 ら
， わ れ と同 じ業 に働 く僕 らよ 。 救 世 主 の御 名 によ りて， わ れ 汝 ら に ア ロ ン 「

の 神権 を授 く。 こは天 使 の導 き と恵 み ， 悔 改 め の福 音 ， 罪 を 赦 す た め に水 に沈 む る

パ方 スマなζ嘩 を握る神権にレて・まことにレビの子孫が主の御前に再礒 し

き に適 い て 捧物 を捧 ぐる時 ま で， こ の世 よ り決 し て再 び 取 り去 ら る る こ とな し 。」

（教 ｉ義 と聖 約 １３）

ジ ェ ー ム ス ・Ｅ ・ タ ル メ ー ジ

ジェーム ス ・直 ・タル メージ 兄弟１は 英

国で アロン神権に聖任されたとき， まだ少

年であ った。当時， その地方には教 会に対

する迫害がかな り激 しく，敵 が近づ いて く

る ことを教会員に警告するため， ドアに見

張 り番を立てていたが，彼 はその見張 り番

に任命されたのである。 新し く按手 聖任 さ

れたばか りの執事がこの責任 に 召されたと

ころを想像 していただきたい。

私 は 何 の前 ぶ れ もな く， あ る 日曜 日

の 朝 ，突 然 呼 ば れ ，按 手 聖 任 され た の

で あ る。 そ して そ の 日の午 後 に は， 聖

徒 が 礼拝 す るた め に集 ま る家 の， 見 張

り番 に任 命 され た。 私 が そ の よ う に按

手聖 任 され るや， 何 と も言 いつ く し難

い気 持 に な った。 私 の よ う なつ ま らな

い 少年 が， 神 権 の職 に召 され る ほ ど神

か ら栄 誉 を賜 わ る と は とて も信 じ られ

な か っ た か・らで あ る。 私 は ア ロ ンや レ

ビの子 孫 が 小 神 権 に属 す る聖職 に選 ば

れ た こ とを 読 ん だ こ とが あ った 。 しか

し， この 私 が ， そ の ア ロ ンや レ ビの子

孫 に要 求 され て い る仕 事 の 一部 を務 め

る よ うに 召 され た．の で あ る。 そ れ は私

の理 解 を は るか に越 え だ もの で あ っ

た 。私 は恐 れ た 。 が， ま た幸 福 で もあ

った 。私 が ドアの見 張 り番 の責 任 を 受

け た と き， 自分 が １１歳 の少 年 に過 ぎな

い とい う こ とを全 く忘 れ て いた 。 そ し

て ，私 は主 に属 し，必 要 な と きは主 が

私 を 助 けて くだ さ る とい う確 信 を持 っ

て 心 強 く感 じて い た。 だ が私 は， 人 の

目に は 見 え な い が， 私 よ り もは る か に

強 い 見 張 り番 が何 人 も私 の そ ば に立 っ

て い る とい う感 じを ぬ ぐい去 る こ とが

で きな か った。

私 が執 事 に聖 任 され た こ、とは私 の少

年 時代 の生 活 全 体 に影 響 を及 ぼ した。

私 は， 時 々 自分 が執 事 で あ る ことを 忘

れ る の を恐 れ た。 しか し多 くの場 合 ，

私 は思 い 出 し， それ に よ って いつ も義

しい方 向 に進 め た こ と に 感 謝 して い

る。 学 校 の運 動 場 で 遊 ん で い る と き，

特 にゲ ー ム を して い て不 正 な得 点 を 取

りにか か っ た り， 友 だ ち と 口論 して い

る最 中 に， 私 は 思 い出 した 。 この思 い

は ま るで 大 声 で 「僕 は 執 事 な ん だ 。 そ

して ， 執 事 が この よ うな こ とを す るの

は 義 し くない 」 と言 わ れ た よ うに強 烈

だ った 。 また試 験 の 日に ，他 人 の答 案

を 写 した り，教 科 書 か ら カ ンニ ング で

き る と思 え た と き，私 は再 び思 い 出 し

た の で あ る。 「僕 は執 事 な ん だ。 正 直

で誠 実 で な け れ ば な らな い 。」ゲ ー ム や
』試 験

で他 の入 が不 正 を、して い る あを 見

た とき， 私 は心 の 中で 次 の よ う に言 づ

＃『，「彼 らが 不 正 を行 な う ζ と よ り も

私 が 不 平 を穿 る こ との ほ．うが は るか に

悪 い ６・私 は：執 事 な の だ か ら 。」 ・

執 事 の職 の責 任 で， 私 に要 求 され る

仕 事 の うち ひ とつ と して た い くつ な も

の は な か っ た。 聖 任 され た ことを た い

へ ん誇 りに思 っ て い た の で， どん な仕

事 で も受 け入 れ られ た の で あ る。 私 は

支 部 で た だ ひ と りの執 事 で あ った 。 そ

して働 く機 会 が た くさん あ った 。

私 が執 事 に聖 任 され た と きの感 動 は

決 して消 え去 らな い。 ま た私 が 神権 者

と して主 の特 別 な職 ．に召 され た と きの

気 持 は， 日 々私 に と って 力 の 源 泉 とな

っ て い る。 後 に， 都 が教 会 の も っ と重

要 な職 に聖 任 され た と き も， す べ て の

場 合 に もそ うで あ った が ， 同 じ確 信 ，

す なわ ち私 は真 実 天 か ら力 を授 け られ

た， これ を 誇 りに思 うよ うに主 は望 ん

で お られ る とい う気 持 を抱 い た の で あ

る。私 は次 々に教 緬 ，長 老 ， 大 祭 司，

そ して つ い に主 イ エ ス ・キ リス トの使

徒 に 聖 任 され た 。聖 任 の と きに は いつ

も ， 新 し く，心 踊 る感 激 が あ っ た。 そ

れ は私 が主 の聖 な る職 執 事 に召 され

た と き初 め て知 った感 激 と．全 く同 じ も

Ｑ で あ った。 （「１９１４年 執 事 定 員 会 用 テ

キ ス ト ．（菓 文 ）」Ｐ．１３与∴ 】，６）

１． ジ ェ ー ム ス ・Ｅ ｒタ 」レメ ー ジ ・（１８６９

１９３３） １９１１年 十 二 使 徒 に 聖 任 さ れ

．る ６ 、 ． 亘ヒ。

ｎ ・５

＿ 」



【

この記事 は，教会の教義を教え るためではな く，読者にと

って参考 とな り何 らかの助けを与えるための ものである。
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「ど うし た ら ス テ ー キ部 大 会 に も っと有 益 さ を 感 じる こと

が で き るで し ょうか 。 最 近 ， 大 会 へ 行 くの を 時 間 の 浪 費 の

よ うに思 い始 め てい ます 。」

教会の大会は，会員非会員の別な く共に集い，互いに，ま

た話 し手か ら力を吸収 し合う特別な機会です。そこで語 られ

る真理の言葉は，個人的な事柄はもちろんのこと，教会内で

受けている召 しに対 しても有益なものを与えて くれます。

残念なことに，地方の大会や総大会に出席 しても，何の意

義 も感 じられないでいる人がいます。普通には話 し手が非難

されますが，で ももし話 し手にあやまちがあるとすれば，ど

うしてある人は不満足な気持で家へ帰るのに，一方その人の

席の近 くに座っていた別の人が，今までになかった程のすば

１１６

ら しい 大会 だ った と感 じて帰 る の で し ょうか 。 問 題 は 話 し手

に あ るの で は な く， 聴 衆 の側 に あ るの で す 。

確 か に， 話 し手 に は準 備 を す る大 き な責 任 が あ り ます 。話

し手 は， 「互 い に この王 国 の教 義 を 教 ゆ べ し」 とい う主 の訓

戒 に従 わ ね ば な りませ ん。 熱 心 に教 え る者 には 恩恵 が伴 うで

あ ろ う と約 束 され て い ます 。 （教 義 と聖 約 ８８：７７， ７８参照 ）

準 備 に あ た って話 し手 は， 会 衆 が 必 要 と して い る もの を 見 き

わ め ， 会衆 が み た ま の励 ま しを受 け る よ う に努 め ね ば な りま

せ ん。 しか しま た， 話 し手 を 受 け入 れ よ う と しな い た め に，

す ば ら しい説 教 が聴 衆 に伝 わ らな い場 合 が どの位 あ るで しょ

うか。 一方 ， 聴 衆 が 霊 感 を期 待 し， 祈 る と きに ，話 し手 は し

ば しば通 常 の力 以 上 に話 せ る こ とが あ る もの で す。 大会 で受

け る霊 的 成 長 ， 霊 感 ， ま た満 足 感 は， 個 人 の 関心 度 に非 常 に

左 右 され る もの の よ う に思 わ れ ます 。

あ る人 々 は， 教 会 幹 部 が ， 今 まで の よ うに定 期 的 に地 方 の

大 会 に 出席 で き な い ことを 残 念 が って い ま す。 御 存 じの通 り

教 会 の成 長 ぶ りが それ を 不可 能 に して い るの で す。 イ エ ス の

次 の言 葉 を 思 い出 しま し ょう。 「わ た しが つ か わす 者 を受 け

いれ る者 は， わ た しを 受 けい れ るの で あ る 。 わ た しを受 け い

れ る者 は， わ た しを つ か わ され た か た を， 受 け いれ る の で あ

る 。」 （ヨハ ネ１３：２０）換 言 す れ ば ， も しあ る人 が， 地 方 の大

会 で の話 し手 に敬 意 を 払 わ な け れ ば， 主 の み た ま は そ の人 と

共 に は な い ので す 。

一 体 聴 衆 は， ど う した ら大 会 に もっ と有 益 さ を感 じる こと

が で き るで し ょうか 。

第 一 に 自分 の 心 を 準備 して ，期 待 し， 感 受 性 を富 ませ ， 物

事 を 明 る く見 る よ うに 努 め る必 要 が あ ります 。 また 戒 めを 守

り，前 回 の 大 会 で与 え られ た勧 告 を実 行 す る よ う努 めな けれ

ば な りま せ ん 。 大 会 に 出席 す る と同時 に， いや それ 以 上 に大

切 な こ とは ，大 会 と大 会 の 間 の期 間を 忠 実 に生 活 す る こ とで

す 。 「彼 ら忠 実 に して わ れ を信 ず る信 仰 を 行 い に表 さば ， 彼

らの 会 合 す る 日に わ れ彼 らに わが 「み た ま」 を注 ぐべ し。」

（教 義 と聖 約４４：３♪

ま た特 別 の 問題 や必 要 な事 柄 につ いて ， 祈 りを も って ， 時

に は 断食 を して主 に近 づ くこ と は， あ な た は 言 うに 及 ば ず ，

話 し手 や聴 衆 に とっ て も有 益 な こ とで す 。

自分 に対 す る主 の み こ ころを 受 け入 れ よ う と集 う人 々 に ，

主 は次 の よ うに言 っ て お られ ます 。 「見 よ ， こは 汝 らの主 の

喜 ぶ と ころ に して， ま た天 使 た ち も汝 らを 見 て喜 ぶ な り。 汝

らの祈 りの施 しは サ バ オ ツの 主 の 耳 に 達 し， 聖 め られ た る者

た ちす な わ ち 日の栄 の世 界 に住 む 者 た ちの 名 簿 の 書 に 誌 さ

る。」 （教 義 と聖 約 ８８：２）

準 備 をす る こ とに少 し心 を 寄 せ れ ば ， 主 の み こ ころ は あ な

た に 明 らか に され ， 大 会 は あ なた の 生活 に と って 意 義 あ る も

の とな るで しょ う。

リチ ャー ド ・Ｈ ・モー レー

家 庭 学 習 指 導 主 事

オ ー ス トラ リア
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作 ： ド ロ レ ス ・ア バ ロ ス

絵 ： ニ ナ ・グ ロ ー バ ー

これ は メ キ シ コ の カ タ リー ナ とい う町 の お話 で す 。

エル ネ ス トと リカル ドは， 学 校 が 終 る と， い つ もか ら

か らの荒 地 や ， 地 面 の ひ び わ れ た 牧場 を 通 っ て， 家 へ

水 を 運 ん で い ま した 。 山 の ふ も とに あ る掘 りぬ き井 戸

か ら， 大 き な お け に水 を くみ ， て ん び ん ぼ うに下 げ て

運 ぶ ので す 。

「今 年 の夏 は何 を しよ うか 」 と リカル ドが 聞 きま した
。

エ ル ネ ス トの 茶 色 の 目は ， ぼ ん や り して ね む そ うで した。

「君 は何 を した い ？」 とエ ル ネス トは 聞 きま した 。

も同 じ こ とば か りだ ね え ，変 わ った こ とは起 こ りそ うに な い

し。 雨 で も降 って くれ れ ば ， 水 泳 ぐ らい は で きる け れ ど。」

「ク ラブか 何 か を 始 め よ うか 。 マエ ス トロ （先 生 ） が言 っ

て い たみ たい に… … 」 と リカル ドは言 い ま した 。

エ ル ネス トは肩 に か け た て ん び ん ぼ うをか け直 して， 「で

も， 先 生 は ６週 間 も町 に研 究 に行 くん だぜ 。 先 生 が もど っ て

来 て か らク ラ ブを作 る の じ ゃ， お そす ぎ る よ。 ・∵… しか し何

もな い 町 だ な あ ， この 町 は。 つ ま らな い な あ 。」

す る と， 「うん ， 名 あ ん が あ る」 と リ カル ドは 目 を き らき

らさせ て 言 い ま した 。「井 戸 を 掘 るん だ 。」

エ ル ネス トは ，急 に え が お に な っ て叫 び ま した。 「そ いつ

はい い ， き っ と今 ま で で 一番 お も しろ い夏 休 み に な る よ 。」

「そ ん な に う き う きす る な よ
。 で も井 戸 は ほ ん と う に必 要

だ ろ う。 君 の 家 とぼ くの家 の 間 に掘 ろ う。 そ うす れ ば両 方 の

家 で 使 え るか らね 」 と リ カル ドは言 い ま した。

エ ル ネル トは 少 しの間 だ ま っ て， 遠 くの 山の 方 を 見 て い ま

した 。 山 の 向 こ うは ど うだ ろ う， そ こ も こ こ と同 じよ うに つ

ま らな い所 な の だ ろ うか と考 え て いた の で す 。

しか しエル ネス トは ， さ っ き リカル ドが言 った こ とを ま た

考 え始 め ま した。 ほん と う に この 村 には 井戸 が必 要 で した。

エル ネ ス トは 自分 が 運 ん で来 る水 を ， お母 さん が は か っ て

使 っ て い る こ とを 思 い 出 しま した 。 お母 さん は， は ち植 え の

シ ダ やベ コ ニ ヤ に， い ちい ちは か って水 を や って い ま した。

赤 い レ ンガの 床 を は くの に， 節 約 しな が ら水 を ま きま した 。

そ して ， 食器 を洗 って よ ごれ た水 は 台所 の外 の ライ ム や オ レ

ン ジの 木 にや りま した 。 エ ル ネス トは 山 の 向 こ うの町 に行 く

の は ， ひ とま ず や め に しよ う と思 い ま した。

「芽 戸 を掘 ろ う」 とエ ル ネス トは言 い ま した。

翌 朝 ， エ ル ネス トの お父 さん は， ふ た りの 家 の さか いの サ

ボ テ ンの か き わ の と ころ に穴 を掘 る のを てつ だ っ て くれ ま し

た。 サ ボ テ ンの根 を掘 り出 し， 穴 の まわ りに くい を 打 ち， 太

ユ１７
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い なわ を は り ま した 。

ま もな く， ふ た りは つ るは しと シ ャベ ル を 使 って井 戸 を掘

り始 め ま した 。 土 は太 陽 で 焼 か れ て ， とて もか た くな っ て い

ま した。 午 後 にな る と 日 ざ しも強 くな って きま した。

「ど の く らい掘 れ ば いい の か な 」 と リカル ドが 聞 き ま し

た。

「水 に 当た る まで だ よ」 エ ル ネス トは 笑
って答 え ま した。

ふ た りは来 る 日 も来 る 日 もい っ しょに働 きま した 。 で も，

エル ネス トは時 々 い ろい ろ な こ とを 考 え ま した。 そ して あ る

日ふ と ク ラ ー ク さ んが 話 して くれ た こ とを思 い 出 しま した。

ク ラ ー ク さん は地 質学 者 で ， カ タ リー ナに住 ん で い ま し

た。 エ ル ネ ス トは ク ラ ー ク さん の話 を 聞 くの が 大 好 き で し

た。

雨 季 が 近 い ので 日 は暗 く， 空 には む くむ くと雲 が わ きあ が

る の に， カ タ リー ナ に は まだ 雨 は降 りそ うに あ りま せ ん で し

た。

ふ た りは， 穴 の真 上 にか っ車 を つ る し， そ れ で 土 や岩 を バ

ケ ツ に入 れ て引 き上 げ ま した。 井 戸 はだ ん だ ん 掘 りに く くな

り， 手 に た こが で き ま した 。 で もふ た りは 掘 りつ づ け ま し

た。

そ う した あ る朝 の こ と， エル ネス トが 井 戸 の 中 には い る番

に な りま した。 エ ル ネ ス トはか っ車 にか けた つ な に体 を しば

っ．て井 戸 の中 へ は い り， つ る は しを ふ り上 げ ， す る ど く地 面

に打 ち こみ ま した。 す る と土 が 前 と は変 わ って い るの に気 づ

き ま した。 岩 は な く， 砂 だ け に な っ てい たの で す 。 エ ル ネス

トは バ ケ ツ に砂 を入 れ ， ま た掘 り始 め ま した 。 す る と今 度 は

変 な音 が しま した。

「き っ と宝 だ」 と エル ネ ス トが じ ょうだ ん に叫 ぶ と， リカ

ル ドが外 か ら穴 の 中 を の ぞ き こみ ま した。 ．ｆ

２， ３．分後 ， エ ル ネス トは骨 を見 つ け ま した 。 それ は た だ

↓１β

の骨 で は な く， とて も古 い大 きな 骨 で した。

「つ な に これ を 結 ぶ か ら， 引 き上 げ て くれ よ」 と エル ネス

トは叫 び ま した 。

リカル ドが そ の骨 を調 べ て い る間 も， エ ル ネス トは掘 りつ

づ け ま した。

「お い
， ぼ くこん な 骨 見 た こ とな い よ」 と リ カル ドが 言 い

ま した。

す る と， エル ネス トが 興 奮 した 声 で 叫 び ま した。 「お りて

来 い よ。 下 に何 か大 き な物 が あ る よ 。」

ふ た りは それ か ら １時 間 ぐ らい とい う もの は ，夢 中 に な っ

て 土 を 掘 り ま した 。 そ して， も う掘 り出す の は あ き らめ よ う

と した とき， それ が 急 にす る っ と抜 け ま した。 そ れ は骨 で は

な く大 き な き ば で した。 それ を 立 て て み る と， ふ た りの背 の

高 さ以 上 もあ りま した。

「き
っ とき ば だ」 と リ カル ドが 言 い ま した 。

「何 かか わ っ た動 物 だ よ， ク ラ ー ク さん の と ころ へ行 って

聞 い て み よ う」 とエ ル ネス トが 言 い ま した 。

「笑 われ ち ゃ うよ」 と リカ ル ドはい や な 顔 を しま した
。

と ころ が， ク ラー クさ ん は笑 う ど こ ろか ， ふ た りを ジー プ

に 乗 せ ，石 ころ だ らけ の道 を とば して ， ふ た りが掘 って い る

井 戸 の と ころ へ とん で来 て くれ ま した 。

ふ た りは ク ラー ク さん が 大 き な きば につ い た 土 を は らい落

とす の を見 て い ま した。 クラ ー ク さん の 小 さな 青 い 目は しん

け ん で した。

「私 は古 生 物 学 者 で は ない が ， メキ シ コ国立 博 物 館 に務 め

て い る友 だ ち が い るか ら， 電 報 を 打 って み よ う」 と ク ラー ク

さん は言 い ま した。

翌 朝 ， 若 い古 生 物 学 者 ， サ ル バ ドル ・ビ レガス が この町 へ

や って来 る ま で に， ３人 は さ らに ３つ の 骨 を 見 つ け ま した。．

そ の小 さな で き ご と は ま たた く間 ．に町 中 に知 れ わ た り， カタ
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リー ナは 大 さわ ぎに な りま した。 せ ま い通 りに は トラ ックや

ジ ー プが あふ れ ，旅 館 とい う旅 館 は ど こ も新 聞記 者 や 古 生 物

学 者 で い っぱ い に な りま した。 町 の人 まで ， わ れ もわ れ も と

見 に や って来 ま した。

ふ た りの両 親 は， ど う して も発 くつ が 必 要 なの だ とわ か る

と家 を た ち の くこ とに しま した。 家 は こわ され る こ と にな り

家 の ま わ りに は ロー プ が は りめ ぐ らされ ま した 。 リカル ドと

エ ル ネス トは専 門家 と い っ し ょに発 くつ す る こ とを 許 され ま

した 。

発 くつ が終 る ま で に， ４頭 の マ ンモス １の 頭 が い 骨 と ほ か

の部 分 の骨 が 出 て きま した。

さわ ぎが静 ま る まで に は， だ いぶ 時 間 が か か りま した 。 し

ば ら く して雨 季 に な る と， 町 の 人 は くり返 し くり返 しそ の話

を しま した。

「来 年 の夏 は何 を しよ うか 」 とあ る 日 リカル ドは エ ル ネス

トに 聞 き ま した。

エル ネ ス トは 目を か が や か せ て ， わ らい な が ら こ う言 い ま

した。 「す る こ と はた くさん あ るよ。 新 しい家 を建 て る こ と

や， 井 戸 を 掘 る こ とや … … 」 リ カル ドが わ か っ た とい うよ う

に に っ こ りとす る のを 見 て ， エ ル ネス トは話 す の を や め ま し

た。 ふ た りは 遠 くへ ぼ うけ ん に行 く夢 を見 な くて もよ くな っ

たの で す 。 ぼ うけ ん は この小 さな 町 の 中 で い く らで もで き る

ので す か ら。

１． マンモスー 大昔，北半球一帯 に住んでいた象で，今 は死 に

絶 えて しまった。

１１９
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［

モ ー セ の 世 話 を し た

ミ リア ム

メ ア リ ー ・Ｌ ・ラ ス ク

絵 ：バ ー ジ ニ ア ・サ ー ジ ェ ン ト

それ は暑 い 国 の お 話 で す。 あ た りは暑 か っ た ので す が ，

あ しや い草 の 間 は す ず し く， ミ リア ム は そ こで長 い こと浅

せ の あ しの 間 に浮 か ん だ か ご の番 を して い ま した。

ミ リア ムは 以 前 お か あ さん の お手 伝 い を して弟 の ア ロ ン

の めん ど うを み ま した が ， そ の と き と今 とで は だ いぶ ちが

っ てい ま した 。 ア ロ ンが赤 ち ゃん の と き， ミリア ム は ア ロ

ンをだ いて イ チ ジ クの 木 の す ず しい木 か げ で ア ロ ン と遊 ん

だ もので した。 で も それ は エ ジプ トの王 パ ロが， ヘ プ ル人

磁 慰
羅 難籔

鴨
翻

舅

麟 灘 ’襲

，霧

鑛 Ｎ

な

１霧 匿ン
１２２

島 圧

ミ

の家 に生 まれ た男 の子 はみ ん な ナイ ル 川 の 中 に投 げ こむ よ

う命 令 す る ３年 前 の ことで した 。

ミリア ム が知 っ て い るヘ ブル 人 は この 国 で エ ジ プ ト王 の

た め に とて もい っ し ょ うけ ん め い は た らいて い ま した 。ヘ

ブル 人 は 町 を 建 て る た め に セ メ ン トや レン ガを作 った り，

王 が 命 じた こ とは何 で も して は た らいた ので す 。 しか し王

は ヘ ブ ル 人 た ち の 中 に か ん と くを お く り， も っ と も っ とは

た ら くよ うに せ きた て ま した。 そ こでヘ ブル 人 た ちは 神 さ

ま にエ ジプ ト人 た ち の と らわれ の身 か ら救 っ て下 さ る よ う

に祈 りま した 。

３ヵ月 前 に ミ リア ムの 弟 が生 ま れ た とき， おか あ さん の

ヨ ケベ デ とお と う さん の ア ム ラム は この こ と をか く して い

ま した 。 とて も とて もか わ い い赤 ち ゃ ん だ っ た ので す 。 ど

う して この 赤 ち ゃん を エ ジプ ト人 の手 に わ た して， 川 の中

に ほ お りこ ませ る こ とが で き るで しょ う。

そ こで おか あ さん は 水辺 に は え る草 で か ご をつ く り， そ

の 内が わ と外 が わ に ね ば ね ば した や に を ぬ っ て， 水 が はい

らな い よ う に しま した 。 そ れ が か わ く と， お か あ さん は中

髪
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ワ ラ イ ハ イ エ ナ

（ア フ リカ の 民 話 ）

Ｇ ・Ｎ ・ ラ ン ス ダ ウ ン／ 絵 ： リチ ャ ー ド ・ハ ル

む か しむ か しハ イ エ ナ とい ぬ は とて もなか よ しで した。 あ

る 日ハ イ エ ナ が言 い ま した。 「ね え き み， き ょ うは な んだ か

か な しそ うな か お を して る よ。 ど う した の ？」

「ウ ォ ー ン
， ウ ォー ン」 とい ぬ は ほ え ま した。 「ぼ くの主

人 は ひ どい人 で， ぼ くを とて もい じめ る ん だ。 たべ もの はす

こ し しか くれ な い し， よ くぶ つ ん だ。 ど う した らい い んだ ろ

う ？」

ハ イエ ナは しば ら く じっ とか ん が え て い ま した。 そ して こ

う言 いま した 。 きみ は 月 に 男 の人 が い る とい うの を聞 い た こ

とが あ るか．い ６之 ん ど まん 月 の と きに見 て ご らん よ。 そ う し

た ら．見 え るか ら。 そ の人 は とて も しんせ つ な んだ よ。 だ か ら

１２４

き みが こま って い る こ とを話 した ら， た す け て くれ る とお も

うん だ 。」

いぬ は ハ イエ ナの話 を ほ ん と うだ とお もい ま した 。 そ して

か な しい こ とや い や な こ とが あ る と， い つ も 『にむ か って ほ

え， 月 の 男 の 人 に話 しか け ま した ，

ハ ・ｆエ ナは い ぬ が 月 に む か って ：まえ て い る のを 聞 くと， お

’か し く
て た ま りま せ ん で した。 それ か らと い う もの， ハ イ エ

ナ はそ の こ とを お もい だ す た び に わ らっ て しま い ま した。 こ

の と きか ら， この ど うぶ つ は ワ ライ ハ ／ｆエ ナ と呼 ばれ る よ う

に な った の で す 。



滅 び 去 っ た 民 族 の

記 念 碑

ポ ー ル ・チ ー ズ マ ン

南 メ キ シ コ， グ ァテ マ ラ， エ ル サル バ ドル ， ホ ンジ ュ ラス

の 主要 部， コス タ リカ お よび ニ カ ラグ アの 一 部 を 擁 す る地域

を 中央 ア メ リ カ と呼 ぶ。 それ は古 代 遺 跡 が 過 去 の文 明 の 記 念

碑 とな っ て い る 国± で あ り， そ の往 時 の偉 業 は ， 旧 世 界 の他

の 諸 文 明 と肩 を並 べ る， 否 凌 賀 しさ えす る程 の もの で あ るが

こ れ を眠 らせ て い る地 域 で あ る。

「私 た ち の宗 教 のか な め石 」 で あ る モル モ ン経 が 中央 ア メ

リカの一 部 古 代 原 住 民 につ い て の記 録 で あ る こ とか ら， 新 世

界 に お け る こ の地 域 の遺 跡 や 美 術 品 は ， 末 日聖 徒 を特 に魅 了

して い る。

神 秘 と興 奮 の 一種 独特 な雰 囲 気 が ， これ らの あ ま り知 られ

て い な い人 々の くず れ か け た記 念 碑 に漂 っ て い る。 私「た ちは

末 日聖 徒 と して，その 雰 囲 気 に格 別敏 感 で あ るが，お そ ら くそ

れ は， モ ル モ ン経 に登 場 す る人 々 とつ なが る ものが そ こ に と

て も多 くあ る こ とを鋭 敏 に察 知 す るか らで あ ろ う。 例 え ば ，

バ プ テス マな どの宗 教 上 の慣 習 ， 髭 を 生 や した 白い 神 を 信 仰

して い る こ と， 驚 嘆 すべ き建 築 学 上 の功 績 農 業 の 発達 ，精

巧 な 美 術 品 や工 芸 品 ， 金 そ の他 の金 属 で 作 った 美 しい細 工 と

い った よ うな ものが あ るか らで あ る。

推 測 にす ぎな い の だ ろ うか ？ 確 か に，推 測 で あ る。 怪 し

げ な理 論 が数 多 く横 行 して い る。 だ が ，現 存 す る この コ ロ ン

ブ ス以 前 の諸 文 化 の 遺 跡 群 は いつ の 日か 系統 だ て られ て， モ

ル モ ン経 に登 場 す る人 々 に関 して私 た ちの理 解 を増 し加 え て

くれ る だ ろ う、

しか しなが ら， こ の遺 跡 群 が 単 に過 去 を解 き明 か す鍵 で あ

る だ け で は な く，現 代 メ キ シ コお よ び 中央 ア メ リカ に お け る

私 た ちの 兄 弟 た ちを理 解 す る上 で も役 立 つ ことを 思 い起 こす

べ きで あ ろ う。 これ ら古 代 の建 造 物 は， 畏 敬 す べ き祖 先 か ら

現 代 の子 孫 に伝 え られ た遺 産 な の で あ る。 現 代 の 子孫 は そ の

よ うに 光栄 あ る遣 産 に畏 敬 の念 と高 い徳 を 覚 え ， そ して 湧 き

起 こ る誇 りを感 ぜず に は い られ な いだ ろ う。 これ ら現 代 の子

孫 の言 語 ，伝 承 お よ び文 化 の 多 くは， 遠 い 過 去 に ，過 ぎ去 っ

た 時代 の最 後 の砦 と固 く結 ば れ た 過 去 に ， そ の根 源 が あ る の

で あ る 。

た ゆ み な い考 古 学 の探 究 は ， 今 日 これ らの 国 々 に住 む 兄 弟

姉 妹 に対 す る私 た ちの 理解 を確 実 に 広 げ て くれ る。 私 た ちが

遂に遺跡そのものの神秘を解き明か し，その完全な意味を発

見するかもしれないことをだれが知ろうか。

次に掲げる写真は，私が広 く収集 したものの中から選んだ

ものであるが，これ らの滅び去 った民族の記念碑に漂 う神秘

と消えゆ く荘厳さを共に捕えている。

コパン コパンはユカタン半島南部にある第二の古代の大都

市で，古代原住民にとっては偉大な学問の府だったと見なさ

れている。紀元後 １７６年頃の都市 と推定される。広場に見 ら

れる精巧に彫刻を施 こした祭壇や石柱は，当時の偉大な彫刻

家たちの功績を物語っている。壮麗な象形文字の階段は幅約

コパ ン

１２５

盛



１０メ ー トル で６２段 あ り， １，５００か ら ２，０００個 の象 形 文字 を擁

して い る。研 究 者 は， 月 食 か ら月 食 まで の期 間 の 正確 な 時 間

は ， こ こで最 初 に測 定 され た と確 信 して い る。 偉 大 な 天 文 学

者 や 数学 者 が ， 占 星術 に よ っ て人 々 の生 活 を 律 して いた と も

考 え られ て い る。

テオ テ ィワ カ ン メ キ シ コ市 の 北東 ３０マ イ ル に あ る テ オ テ ィ

ワ カ ンは実 に様 ４な 遺 跡 が 残 って い る場 所 で あ る。 そ れ ぞ れ

の遺 跡 に は ま ち ま ち な年 代 が 推 定 され て い るが，紀 元 前 ３，０００

年 頃 モ ル モ ン経 の時 代 に建 造 され た と思 わ れ る。今 日残 る最

大 の建 築 物 は太 陽 の ピ ラ ミ ノ ドで あ り， 附 近 に は １２の 祭壇 建

築 か あ る。 この ピ ラ ミ ノ ドに覆 わ れ た面 積 は， エ ジ プ トの ケ

オ プス の 巨 大 な ピ ラ ミ ノ ドに覆 わ れ た 面 積 よ り も広 い 。 広

場 ，市 場 ， 公共 の 建 物， 他 に 多 くの住 民 か い ま だ残 存 して い

て ， セ メ ン トの 道路 が 地 下 の排 水 渠 を覆 っ て い る。

壁 は しっ くい を 塗 って あ った り壁 画 で飾 った り して あ る。

この美 しい都 市 の ア ズ テ ソク語 の 名前 テオ テ ィワ カ ン とは，

「神 々 の住 み給 う所 」 と い う意 味 で あ る。

モ ンテ ア ル ハ ン メ キ シ コ市 の南 東 ２００マイ ル ， メ キ シ コ

の近 代 都市 オ ア バ カを見 お ろ す， 約 ３１０メ ー トル の 丘 の 頂 に

そ ひ え る建築 物 よ り も美 しい もの を見 つ け 出 そ うとす るの は

困難 て あ る。 救 い主 生 誕 の ８００年 前 に 建設 され た古 代 都 市 モ

ン テ ア ル バ ンは， 今 日 もま だ建 って い る。 金 細 工：， 宝 石 ，

宝 玉 の 品 々 ， 金銀 の腕 輪 ， 金 冠 ， 優 美 な半 透 明 の 壺 ， そ の他

多 くの 精巧 な美 術 品 か， この古 代 都 市 か ら発 掘 され て い る。

ラ ベ ン タ 南 メキ シ コの ラ ベ ン タの いわ ゆ る オル メ カ文

化 は， だ い た い紀 元 前 ８００年 頃 の もの と され て い る。 あ ち こ

ち に突 き立 って い る玄 武 岩 の 巨 大 な人 頭 の彫 刻 は， これ らの

人 々 の手 に成 る もの で ， 貴 人 の 肖 像 だ と一部 の学 者 は考 え て

い る。 この未 知 の民 族 は美 術 にお け る と同様 ，土 木 の才 能 に

も並 々 な らぬ ものか あ っ た に違 い ない 。 とい うの は ， この 巨

大 な彫 刻 の材 料 は， ラ ベ ンタ の北 西 トウス トラ山 脈 か ら５５

マイ ル以上 もひ か れ て きた はす た か らて あ る。 測 って み る と

もの に よ って は 高 さ約 ３メ ー トル もあ る と っ し りと した 頭 部

は， 古 代 アメ リカ芸 術 の 偉業 の ひ とつ て あ るか ， そ の機 能 や

目的 は神 秘 に包 まれ て い る。

後 の時 代 に ラ ベ ン タは ， 明 らか に ケ ツ ァル コア トル の崇

拝 で遠 方 か ら も近 隣 か らも人 々を 引 きつ け て い た か， こ こに

キ リス ト生 誕 の ５世 紀 前 ， 十 字 架 か 石 の 壁 に 刻 ま れ た の で あ

る。

パ レンケ パ レンケ の遺 跡 は メ キ シ コの ビヤ エ ル モサ の 東 方

１２６
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草木が繁茂する山腹の影に横たわっ．ている。四階建の塔が遺

跡群の上にそびえ立っていて，地平面か ら頂上に向かい，ひ

と続 きの階段が延びている。 これは，天文台と望楼を兼ね備

えていたと思われる。 この塔の近 くの地平面下に造 られ た

「碑文の神殿」の内側には， ７世紀の貴人の遺体を納めた石

棺があってその蓋の表面に十字架の形に彫 られた命の木の勲

章が現われている。主の誕生以前にさかのぼる荘大な文明の

遺産 とその遺跡は，未知の建設者たちの神秘的な記念碑でも

ある。

の遺 跡 は実 際 に は高 さ約 ２４メ ー トル ， 直 径 約 １１８メ ー トル の

円錐 形 に磨 損 して しま っ て お り， 頂 上 は勾配 と階 段 で 結 合 さ

れ る ４つ の部 分 か らで き て い て， 原 形 の お お よ そ の面 積 を と

ど め て い る にす ぎ な い。 キ リス ト教 時 代 が 到 来 を 告 げ る ま で

に大 激 変 が 起 こ り， クイ クイル コー 帯 を 廃 虚 と化 して しま っ

た。 附 近 の小 さ な シ トル とい う， 外 見 は 大 した こ との な い火

山が 爆 発 し， ク イ ク イル コの 建 物 の．み な らず ，今 日浸 ドレガ

ル （石 だ らけの 土 地 ） と呼 ば れ るメ キ シ コ渓 谷南 西 部 に至 る

広 大 な地 域 まで も熔 岩 で 覆 って しま った の で あ．るｇ

テ ィカ ル 巨大 な 遺跡 テ ィカル は， 英 領 ホ ンジ ュ ラス の 国境

に近 いグ ァテ マ ラ にあ る。 この熱 帯 の 考 古 学 の 宝 庫 に は，

８００以上 の石 碑 を始 め寺 院 ， 宮 殿 ， 神 殿 ， 犠 牲 の 祭 壇 ， 儀 式

壇 ， 住 居 ， 球 戯場 ， 高 台， 歩 道 ，．浴 場 な ど３，００Ｇを 越 す 個 々別

々 の建 築 物 が あ る。 ！万 点 以上 の儀 式 の用 具 ， 器 具 ， 私 有 の

装 飾 品 ， その他 の 品 々 が発 見 され て い るロ テ ィカル の 建 物 の

年 代 は， は るか紀 元前 ６００年 に ま で さか のぼ る よ うで あ る。

ここ に掲 載 した の は ，遺 跡 群 の 中 の一 番 大 き な建 造 物 で は な

いが ， 中 央 広 場 で は 一 番重 要 な 「ジ ャガ ー の神 殿 」 で あ る。

ク イ ク イ ル コ イ エス生 誕 を さか の ぼ る 少 し前 ， クイ ク・ｆル

フの楕 円 形 の ピ ラ ミ ッ ドが メ キ シ コ市 周 辺 に建 て られ た。 こ

ジ ビル チ ャル トゥン メ キ シ コの ユ カ タ・ン半 島， メ リ．ダ市 の

北 ， 海 の す ぐ近 くに ジ ビル チ ャル ト ゥンの遺 跡 が ２０平 方 マ イ

ル にわ た って 広 が っ・て．い る。 ζの都 市 は， 広 大 な地 域 にお け

る商 業 の 中 心 地 で あ った と思 われ る６居 住 地 φ高 度 が らみ て

最初 の住 人 は ，紀 元 前 ２，σ６０年 頃 で は な いか と思 わ れ るが ，

この 地 は ス ペ イ ン人 が征 服 す る まで ず っ と人 々が 住 ん で い た

ら しい 。 数千 年 に わ た っ て作 られ て は 棄 て られ 壊 れ た 陶 器
．が

， 続 々 と土 台 や 壁 の 中 か ら発 見 され て い る。

チーズマン博士 は，ブ リガム ・ヤング大学 でモルモン経研究計 画 の 主 任 を

してお り， これまで２０回以上も中央アメ リカや南 アメ リカへ遺跡 研 究 の た め

に旅行 している。
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契 約 を 守 る 者

メ ア リ ー ・プ ラ ッ ト ・パ リ ッ シ ュ

は るか か な た の ウ ク ラ イ ナで は ， オ オ カ ミの大 群 が そ の地

方 を うろつ き ま わ り， 遠 くか ら旅 を して来 た旅 人 は夜 に な る

と身 を 守 らな くては な らなか った 。 そ れ で旅 人 た ち は大 き な

た き火 を た いて オオ カ ミを 防 ぐの で あ った。 火 が赤 々 と燃 え

て い る間 は， オ オ カ ミは テ ン トか ら遠 く隠 れ て い た が， 消 え

る と襲 って 来 た 。 野 営 して い る一 行 の運 命 は火 を た く責 任 を

受 け持 つ 人 の手 にか か って い た。

霊 的 な意 味 で ，狡 猜 な オ オ カ ミが テ ン トを襲 っ て， 人 々を

滅 ぼ そ う と あた りを う ろつ い て い る。 そ の危 険 か ら身 を 守 る

た め， 主 は子 供 の心 に信 仰 の 火 を赤 々 と と もす 責 任 を， イス

ラ エル の母 親 た ちに託 され た 。 イ ス ラエル の母 親 は契 約 の守

り手 で あ る。母 親 た ちが この信 任 に答 え る な らば， その 民 は

選 ばれ た 民一 王 な る祭 司一 とな る とい う主 の約 束 が 幾世

代 に もわ た り事 実 とな って あ らわ れ る だ ろ う． しか し も し責

任 を 怠 るな ら， 「オ オ カ ミ」 が襲 って来 て， 契 約 の 祝 福 は失

わ れ て しま うだ ろ う。

この 契 約 は ， 背教 が支 配 して い た時 伐 の族 長 ア ブ ラハ ムに

端 を 発 して い る。 そ の よ うな 時勢 に あ りなが ら もア ブ ラハ ム

と妻 の サ ラは ， 主 が 高貴 な家 柄 一一 新 しい種 族 一一 を起 こ し

た も うた め の器 とな った。 この種 族 を 通 じて ， 神 の 王 な る祭

司 の主 権 が 世 の終 りま で続 く こと とな った ので あ る。

さ らに主 は ア ブ ラハ ムの 子 孫 を 浜 の砂 ， 天 の 星 の よ うに増



やそうと契約を交わされた。 しか し２４年待っても，アブラハ

．ムには子供が生まれなかった。サラは７５歳のとき，子供を産め

．ない年にな
ったことを知って，アブラハムに約束されたもの

を受け継 ぐ子孫が恵まれるよう，自分の奴隷を差 し出 した。

しかし，契約の民の母親を選ぶ特権はサヲにもアブラハムに

もな く主御 自身のものであり，主はサラを選ばれたのであっ

≠こ。

それならば，主はなぜ３８年間 もサラに子供を授けられなか

ったのだろうか。その説明は聖典の中に出ていないが，おそ

らくサラは母親という大きなつとめを果たすだけの用意がで

きていなかったためだろう。それでさまざまな辛苦や経験を

昧わって信仰を強 くされたのではないかと思われる。私たち

は，サラが背教の民のただ中に生まれ育ったことを心にとめ

なければならない。民は先祖ノアの神をないが しろに して偶

像崇拝に陥っていた。サラはそのような生活 しか見ていなか

った。父も祖父も偶像を崇拝する人であった。ただ叔父にあた

るアブラハムだけが唯一の真の神を拝んでいた。彼ひとりが

不信仰の時代の波に逆 らって自分の信条を守っていたのであ

る。私たちは，サラがアブラハムの神を知って理解するよう

になったと確信することができる。なぜならアブラハムは偶

像崇拝をする女とは結婚 しなかったに違いないか らであり，

その彼がサラを妻にしたからである。

しか し，サラは信仰を保つことができるだろうか。契約の

民の母となることは神聖な尊い召しである。サラは，世の基

が置かれる以前か ら，地上に高貴な主の種族を築 く大切な鎖

のひとつとして選ばれた，高貴にして偉大な霊を生もうとし

ていた。その高貴 にして偉大な霊は，偶像崇拝の異教の地に

生まれ，あらゆる悪にさらされることであろう。唯一の真の

神に対するその子の信仰は，母親に大 きく影響されるに違い

ない。その子は母親か ら，主がアブラハムと交わされた契約

のことを学ぶのである。自分がその契約の継承者 として選ば

れたことを知 らされ，自分がどれほど契 約を尊 ぶかにょっ

て，将来子孫がこの契約を大事にするかどうかが決まること

を学ぶのである。

その意味で，サラは契約の守 り手であった。契約の将来は

彼女の手中にあったと言える。・彼女はどんな状況下にあって

も，決 して生まれ故郷の偶像崇拝に戻ってはならなかった。

彼女を訪れた最初の試練は，なつかしく大切なものをみな

あとに してアブラハムに従い，ほこりまみれのキャラバ ン隊

に加わって，主が導いて下さるというアブラハムの言葉だけ

を頼 りに未知の国へ向かうことであった。サラがその試みに

耐えたと思 うと，すぐに次の試練がやってきた。目的地に着

くと，そこは期待 していたような乳と蜜の流れる土地ではな

く，生活 してい くこともむずか しいような荒涼とした所であ

った。しかしサラには信仰があったので，つぶやきもせずア

ブラハムと共にエジプ トへ行った。そこではアブラハムの妹

になりすますようにという主の命令に少 しの疑念もはさまず

従ったのであった。そのためサラはパロの家に連れていかれ

故郷 とそっ くりの環境に放 り込まれた。アブラハムの神を知

る者がエジプ トにひとりもいなかったか らである。

偶像崇拝者たちにとりかこまれて王の客となったとき，も

しサラがエホバへの信仰をひるがえそうとするならば，正に

このときであった。しかしサラはそうはしなかった。サラは

貞淑な妻であったばかりか，唯一の真の神を真心か ら礼拝 し，

王の宮廷にあふれる数多 くの悪から守って下さる神の御手を

感謝 したのであった。

主がアブラハムに子供を約束されたときか ら，サラは自分

を通 して実現 される約束を待ちわびていた。この約束は子供

を生めない年になってからも彼女を支えていた。落胆 したサ

ラは主のみこころを信頼 して，自分の子供を得るという望み

をすべて捨てた。心にずっと慈 しんできた最大の望みを，信

仰の祭壇に捧げたのである。そしてアブラハムに，他の：女性

を約束の継承者の母とするように勧めたのである。

サラは今や，’祝福を受ける用意が整 っていた。そしてその
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祝 福 は ・イサ クで あ った。 主 は ア ブ ラハ ムに サ ラが身 ご もる こ

とを 告 げ る と共 に， 彼 女 に 「女 王 」 の称 号 を授 け， 契 約 の 民

の子 孫 が す べ て彼 女 を母 と呼 ぶ だ ろ う と告 げ られ た 。 （創 世

１７：１５， １６参 照 ） サ ラは９０歳 の身 で 「年 老 いて い た が ， 種 を

宿 す力 を与 え られ た。 約 束 を な さ った か た は真 実 で あ る と，

信 じて い た か らで あ る 。」 （ヘ ブル １１：１１）

イ サ クに つ い て， 主 は 「彼 と契 約 を 立 て て ， 後 の子 孫 の た

め に永 遠 の契 約 と しよ う」 と言 わ れ た 。 （創 世 １７：１９） イ サ

ク の妻 リベ カは主 か ら選 ばれ て ， 母 親 とな る祝 福 を 受 け るま

で２０年 間試 され た。 それ か ら彼 女 は双生 児 の エ サ ウ と弟 ヤ コ

ブ を生 んだ 。

ふ た りの子 供 が まだ お なか の中 にい る間 に，主 は ， 当 時 の

慣 習 に反 して 「兄 は弟 に仕 え るで あ ろ う」 と リベ カに啓 示 さ

れ た 。 （創 世２５：２３） 彼女 は そ れ を知 っ て， 神 か ら与 え られ

た契 約 の継 承 権 が ヤ コ ブ に行 くよ うに配 慮 した。 イ サ クが そ

の 祝 福 を ， す で に家 督 権 を ヤ コブ に売 り， ふ た りの カナ ンの

女 と結 婚 して 面 目を 失 って い た エ サ ウに与 え る つ も りな のを

知 った リベ カは そ れ を さえ ぎ って エ サ ウの代 りに ヤ コ ブを 立

て た の で あ る。

ヤ コ ブが 「祝 福 を 受 け ず ， か え っ て の ろ い を受 け るで し ょ

う」 と異 議 を は さむ と， リベ カは 「あ な たが う け るの ろ い は

わ た しが 受 けま す 」 と答 え て い る。 （創 世 ２７：１２， １３） リベ

カ は契 約 が 正 統 で な い 相続 人 の手 に わ た る の を見 る く らい な

ら， む しろ 自分 の行 な い の結 果 を た とえ ど ん な もので あ ろ う

と喜 ん で 受 けよ う と した の で あ る。 彼 女 は立 派 な契 約 の守 護

者 で あ った 。

こ との 次 第 を 知 った イ サ クは ，祝 福 をす で に ヤ コ ブ に与 え

て しま った とエ サ ウに 言 い ， さ らに 「彼 が祝 福 を得 る で あ ろ

う」 とつ け加 え た 。 （創 世 ２７：３３） そ の こ とは， イ サ ク の 口

か ら出 た 言 葉 は イ サ クの もの で は な く主 の言 葉 で あ り， 彼 ら

は それ を 変 え る こ とが で きな い こ とを不 して い る。

の ち に主 は ヤ コブ と も彼 の 父 や祖 父 と契 約 した と き と同 じ



く， 契 約 を交 わ され た 。 こ う して リベ カは， 自分 の義 務 を遂

行 して罪 な しと され た こ とを は っ き り知 った の で あ っ た。

リベ カ につ いて は ， ヤ コ ブを 兄 ラバ ンの所 へ や り， 兄 の親

類 の間 か ら妻 を み つ け るよ うイ サ クに勧 め た こ と以 外 に あ ま

り知 られ て い ない 。 も っ と もそ の 直接 的 な理 由 は， エ サ ウが

ヤ コブを 殺 そ う と して お り， 家 を離 れ な け れ ば殺 され て しま

うか らで あ った 。

ヤ コ ブ は ラバ ンの ふ た りの娘 ， レアお よ び ラケ ル と結 婚 し

九 。 レア は ラケル が 自分 の子 を生 む前 に， ６人 の息 子 とひ と

りの 娘 を 生 ん で い た 。 サ ラや リベ カ と同様 に， ラケル は子 供

に 恵 まれ る まで長 い年 月 を待 た な け れ ば な らなか っ た。 彼 女

ね 「わ た しに 子 ど もを くだ さい。 さ もな い と， わ た しは死 に

ます 」 と叫 ん で い る。 （創 世 ３０：１） 「次 に神 は ラケル を 心

に と め られ ， 彼 女 の 願 い を 聞 き， そ の 胎 を 開 か れ た」 （創 世

３０：２２） そ の子 が ヨセ フで あ っ た。

子 を 宿 す ま で の長 い年 月 に，主 は ラケ ル に，ヨセ フを 教 え，

主 の 道 に 沿 って育 て る とい う重 い責 任 に耐 え られ る よ う用 意

を させ られ た と思 わ れ る。 ヨセ ブが 信 仰 を守 り抜 くに は， 立

派 に教 え育 て られ な くて は な らなか っ た。 なぜ な ら， 彼 は 人

生 の 大 部 分 を 異教 の 国 の悪 影 響 に さ らされ る はず だ った か ら

で あ る。

ラケ ル は決 して失 敗 す る こと は許 され なか った 。 実 際彼 女

は そ の責 任 を 立派 に果 た し， ヨセ ブ は義 の 戦 士 とな り，神 と

民 に 忠 実 な， 徳 と許 し と柔 和 に富 ん だ 高 貴 な 人物 とな った の

で あ る。 彼 は す ば ら しい母 親 が 誇 り にで き る誉 れ で あ った。

父 の子 の うち で は下 か ら ２番 目で あ りな が ら，息 子 エ フ ライ

ムに 家督 権 が わた され たの で ， 家 督 権 は ヨセ ブに帰 したか ら

で あ る。

しか し ラケ ル は， ヨセ ブの輝 か しい将 来 を 知 らず に死 ん で

い った。 彼 女 は弟 ベ ニ ヤ ミ ンを生 ん で ま もな く， ヨセ ブが 死

ん だ もの と嘆 きつ つ世 を 去 って い る。

モ ー セ の母 ヨケベ デの役 目 も ラヶ ル に似 て い る。 ヨケベ デ

の息子 もエジプ トの宮廷に育っている。赤ん坊のときに拾わ

れ，パ ロの娘に育てられたか らである。 しか し試 しのときが

来ると，モーセは圧制に苦 しむイスラエル人のために，住み

なれた家，パロの宮廷とエジプ トの国を捨てたのである。

母親ぷ；乳母 として雇われていたほんの短い年月にモーセ

に教えたことは，彼の意識の うちに深 くしみ込んでいた。そ

れでモーセは，唯一の真の神がお られ，イスラエルの民が主

の力を行使する器として特別な民になると契約されているこ

とを，忘れることができなかったのである。その真理に比べ

れば，エジプ ト人の教師か ら受けたすべての教 えは，無に等

しいものであった。 ヨケベデが本当のイスラエルの解放者だ

ったと言 うことができる。それは彼女がもしモーセを教えて

いなかった ら，解放は行 なわれていなかったに違いないか ら

である。

これまで述べたように古代イスラエルの多 くの母親が，契

約の守 り手のつとめを忠実に誠実に果た してきたが，そうで

はない人も大勢いた。最終的には大多数の人々が守護の手を

ゆるめて偶像崇拝の諸悪を家庭や社会に招 き入れることにな

った。王アハブはバアルを崇拝するイぜベルと結婚 し，彼女

が契約の守護者たち以上に熱狂的であったので，国全体が彼

女の策略に屈し，木石の偶像を拝するようになった。

民は 「律法にそむき，定めを犯 し， とこしえの契約を破っ

た」。（イザヤ２４：５）そのため，契約はもはや効力を失って

しまった。その結果，主は民か らみたまを取 りあげ，彼 らを

荒廃するにまかされ，民はさまよう者，外国に寄留する者と

なった。契約の守 り手が主なる神への信仰を保てなかったこ

との悲 しい証 として，主はその民を地の国々の間に散 らされ

たのである。

今日，主はあらゆる地方，あらゆる国か ら主の民を集めて

おられる。家督権を持つ支族の母たちは，再び契約の守護者

の特権を受けているのである。今度は，決 して失敗 してはな

らないのである。 壽

鋼
１ご１
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使徒パウロは勧告 した。 「妻たる者

よ。……自分の夫に仕えなさい。」（エ

ペソ５：２２， コロサイ ３：１８参照）ま

た， 「夫は妻のか しらである。」（エペ

ソ５：２３）とも教えた。さらに主はエ

デンの園のイヴに， 「あなたは夫を慕

い，彼はあなたを治めるであろう」

（創世 ３：１６）と告げ られた。

末日聖徒の中でも，妻もしくは母親

が家庭を治める責任のほとんどを引き

受けなくてはならない場合も確かにあ

る。それは例えば父親が死んだか離婚

したかで母親だけのとき，あるいは病

気やけがで働けないときであろう。 し

か し，父母両方がいる末 日聖徒の家庭

についてはどうであろうか。末日聖徒

の夫と妻，特に夫が神権者である場合

の夫婦の関係はどうあるべきであろう

か。

１９０２年，ジョセブ ・Ｆ ・ス ミス大管

長は，第６代大管長になったす ぐあと，

次のように述べた。

「家族という組織に関 して，特 にこ

の組織が大神権者によって管理される

とき父親以上に高 い管理役員 はいな

い。権威は尊重されねばな らない。あら

ゆる神権時代の神の民の間において，

神の霊感を受ける予言者たちは権威を

敬 い強調 して教えを説いて来た。族長

制度はその起源を神に持ち，今 も永世

１３２

家 庭 の 族 長 制 度

ブ レ ン ト ・Ａ ・ バ ー ロ ウ

にも存続するであろう。 ここに，男女，

子供がこの制度 と神の民の群における

この権威を理解 し，神の子 らが最高の

昇栄に至る条件であり備えであるこの

権威を神の意図されたように用いなけ

ればならない理由がある。家庭の管理

権 は常に父親に与えられている。家事

や家族の事柄に関 してこれ以上の権威

はない。」

この教えは，現代の末日聖徒の結婚

や家庭にあてはまらないだろうか。族

長制度は末日聖徒の家庭でどのような

役割を果たすのかについて，す ぐに質

問が出る。 この原則が確かなこととそ

れをどう生かすべきかについては，念

入 りな評価が必要である。

どんな事柄において，末 日聖徒の夫

は妻の 「か しら」として行動するのだ

ろうか。婦人はいつもすべてのことで；

夫に 「仕え」なくてはな らないのだろ・

うか。妻は自分の結婚生活や家族のこ 「

とで決定を要するときに，何かの役額

を果たすだろうか。族長は，絶対の方

を持ち，時には横暴なやり方で統治す

る専制君主 と同じだろうか。

は じめに，末 日聖徒の夫あるいは父

親は監督やステーキ部長や長老定員会

会長が役職にあって管理するのと全 く

同 じように，妻や家族を管理すると百

っておこう。みな副監督，副ステーキ

部長，副会長と共に行動 し，顧問とし

て召 した副会長に相談せずに大切な決

定をすることはほとんどない。顧問の

助言が管理者の正 しい決定に役立つこ

とは多い。
’
副会長はその指導者が留守のとき，
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スミス大管長の言葉によれば 「家庭の

管理権は常に父親に与えられている」

のである。大管長は続いてその理由を

説明 している。

「この族長制度は神聖な精神 と目的

を有 している。口実をつけてこれを無

視する者は，家庭内で尊ぶよう定めら

れた神の律法の精神に沿わない。 これ

はだれが常に非常にすばらしいかとい

う問題ではない。まただれが最 もふさ

わ しい生活を送っているか という問題

でもない。主 として律法 と秩序の問題

である。人が権威を用いるのに全 くふ

さわしくないにもかかわ らず，権威が

依然 として残 り，敬われているという

事実を重視する必要がある。」

例えばあなたのワー ド部にふたりの

監督が任命されて，は じめの人が聖餐

会で，翌週の日曜日の聖餐会は １時間

早 く始めると発表 した場合の混乱を想

像 してみなさい。彼が発表 している間

に２番目の監督が立ち，聖餐会はいつ

もの時刻に始めたいと言 ったとする。

ふた りが管理 していて民主的原則が働

くであろうか。ステーキ部長がふたり，

長老定員会会長がふたり， 日曜学校会

長がふたり，扶助’協会会長，初等協会

会長がふたり，定員会や補助組織やグ

ループにいる場合のことを考えてみな

さい。教会はどのようにして動 くだろ

うか。 「法 と秩序」は行き渡るだろう

か。同じように，特にひとりが神権者

１３３
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家庭の族長制度

と して管 理 権 を神 か ら託 され て い る場

合 に， 夫婦 両 方 で ど う して お互 い や子

供 た ち を管 理 して よ い もの だ ろ うか 。

家 庭 と ワ ー ド部 の管 理 の類 似 点 は，

パ ウ ロの教 え を学 べ ば さ らに よ く理 解

で き る。 彼 は ， 監督 に聖 任 され る人 は

結 婚 して い て， 「自分 の家 を よ く治 め ，

謹 厳 で あ って ， 子供 た ち を 従順 な者 に

育 てて い る人 で な けれ ば な らな い 」

（１テ モ テ ３ ：４） ， さ らに 「そ の子

た ち も不 品 行 の うわ さを た て られ ず，

親 不 孝 を しな い 信 者 で な くて は な らな

い」 （テ トス １ ：６） と教 え て い る。

第 一 の 責 任 ， す な わ ち妻 と家 庭 を管

理 す る能 力 を証 明 して こそ， 人 は神 権

の 第 二 の 管 理 の職 を 引 き受 け る こ とが

で き る． パ ウ ロは そ の理 由 を 「自分 の

家 を 治 め る こ と も心 得 て い な い人 が，

ど う して神 の教 会 を預 か る こ とが で き

よ うか」 （１テ モ テ ３ ：５） と語 っ て

い る。

パ ウ ロは族 長 制 度 につ い て， 「この

奥 義 は大 き い」 （エペ ソ ５ ：３２） と述

べ て い る。 この奥 義 は妻 が 夫 に服 従 す

る ので は な く， 夫 が 妻 と家 族 を 治 め ，

共 に作 用 し合 うや り方 で あ ろ う。 ス ミ

ス 大 管 長 は 語 って い る。

「こ の権 威 は 責 任 と重 大 な権 利 とを

伴 う。 人 は そ の生 活 で模 範 を示 しす ぎ

る とい う こ とは な い 。 ま た 家族 とい う

１３４



組 織 に お い て この重 要 で 神 が 定 め られ

た行 動 規 範 に沿 っ て生 活 す る よ う注 意

しす ぎる とい う こ と もな い 。」

使 徒 パ ウ ロは力 説 して い る。 「夫 た

る者 よ。 キ リス トが教 会 を 愛 して その

た め に ご 自身 を さ さげ られ た よ うに，

妻 を 愛 しな さい。 … … それ と同 じ く，

夫 も 自分 の妻 を， 自分 のか らだ の よ う

に愛 さね ば な らな い。 自分 の妻 を 愛 す

る者 は， 自分 自身 を愛 す る ので あ る。

自分 自身 を憎 ん だ者 は， い まだ か つ て

ひ と り もい な い。 か え って キ リス トが

．教 会 に な さっ た よ うに して ， お のれ を

育 て養 うの が常 で あ る。 … … あ なた が

た は ， そ れ ぞ れ， 自分 の妻 を 自分 自身

の よ うに愛 しな さ い。 妻 もまた 夫 を 敬

い な さい 。」 （エ ペ ソ ５ ：２５， ２８， ２９，

３３）

近 代 の啓 示 は， 神 権 者 と して 特 に妻

や 家族 を い か に管 理 す るか を知 る手 が

か りを与 え て い る。

「如何 な る権 力 も勢 力 も， 神 権 に よ

りて 維持 す る能 わず ， ま た は維 持 す べ

．き もの に あ らず ， た だ説 服 と堅 忍 と柔

和 と温情 と偽 らざ る愛 とに よ る 。ま た，

親 切 と浄 き知 識 す なわ ち偽 善 に あ らず

好 智 にあ らず して そ の人 を 甚 だ 大 い な

ら しむ る もの に よ る。 す なわ ち， 聖 霊

・に感 動 して は機 に臨 み て激 し く人 を 責

む 。然 る後， ま た彼 の汝 を敵 視 せ ざ ら

ん た め に責 め た る その 人 に 一 層 の愛 を

示 す 。

… …神 権 の権 能 は天 の 能 力 と固 く結

び つ き て離 るべ か らざ る もの に して ，

天 の能 力 は正 義 の原 則 に よ りて の み 支

配 し運 用 し得 る もの な り， と。 この 権

能 の われ らに与 え らる る事 も あ らん は

真 実 な り。 され ど も し己 が 罪 を蔽 い か

くさ ん と し， わ れ らの 高 慢 ， 空 しき野

望 を 充 た さん と企 て， また は幾 分 に て

も正 しか らざ る こ と に よ りて 人 の子 ら

を支 配 し， 統 御 し， 強 制 せ ん とす る時

は， 見 よ諸 天 は退 き去 り， 主 の 『み た

ま』 悲 しむ 。 主 の 「み た ま 』 退 き去 ら

ば， 神 権 また は そ の人 の権 威 は 終 りな

り。

わ れ ら悲 しむ べ き経 験 に よ り この 事

を知 る。 お よ そ殆 ん どす べ ての 人 間 は

少 し許 りの権 威 を 得 た り と思 うや ，忽

ち正 しか らざ る支 配 を 始 め ん とす る生

れつ き の性 癖 あ り。

… …絶 えず 徳 を 以 て 汝 の 想 を飾 るべ

し。 然 る時 は， 汝 の 自 ら信 ず る こ と神

の前 に強 くな りて ， 神 権 の 教理 は天 よ

り下 る露 の如 くに汝 を う る お さん 。聖

霊 は常 に汝 の伴 侶 とな り， 汝 の 笏 は真

理 と正 義 の変 る こ とな き笏 とな り， 汝

の支 配 は永 遠 の支 配 と な りて 強 い らる

る こ とな く永 遠 に汝 に流 れ 込 ま ん 。」

（教 義 と聖 約 １２１：３６， ３７， ３９，４１一

４３，４５，４６）

末日聖徒の家庭の族長制度を確立す

ることにより，夫婦関係が良 くなると

共に親子関係も向上する。妻が夫の権

威，権能，決定を自分で行使しようと

求めるとき，子供 もそれを求めるのが

当然のなりゆきではないだろうか。ま

たそのようなとき，子供は父の権利だ

けでな く，自分の人生に影響する決定

の権利を両親に要求するのではないだ

ろうか。米国結婚および家族問題協会

幹事，エ ドワー ド・Ｊ・リドマン博士

は述べている。

「現在，科学的証明はほとんどなさ

れていないが，ここ数 ヵ月間に，青少

年の反抗が論点となって平等主義の修

正が取 りざたされている。新たな手段

で，かつてな く大勢の青少年が，今，

教育，結婚，性の表現，そのほか人生

の大切な事柄に自分の意見を通そうと

している。女性が男性の権威を要求す

るように，若者は家族の権威，その他

関連するあらゆる公的機関の権威を自

分に要求 している。」

末日聖徒の親たちは，危機をはらむ

時代に直面 していると言える。私たち

は子供にキリス トに対する信仰，悔改

め，バプテスマ，聖霊の賜を授かる按

手礼などの福音の原則を教えよと戒め

られている。すなわち 「両親はその子
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家庭の族長制度

供 た ちに 祈 る こ と と， 主 の前 に正 し く

歩 む こ と とを教 え ざ るべ か らず 。」 （教

義 と聖 約 ６８：２８） これ らの こ とに失 敗

す る な らば ， そ の 当然 の結 果 を招 くで

あ ろ う。

パ ウ ロ も， 「終 りの 時 に は， 苦 難 の

時 代 が 来 る。 そ の 時， 人 々 （子 供 た ち）

は … …親 に逆 らう者 ， 恩 を知 らぬ者 ，

神 聖 を 汚 す者 … … とな る で あ ろ う」

（皿テ モ テ ３ ：１－ ２） と教 え た。 末

日聖 徒 の 家族 が 「逆 らう」 末 の時 代 に

世 に染 ま らず に毅 然 と して立 つ に は，

私 た ち の 家庭 を治 め， 維 持 す る諸 原 則

を よ く学 ぶ必 要 が あ る。

主 は古 代 イ ス ラエ ル人 に， 「あ な た

の 父 と母 を敬 え」 （出 エ ジ プ ト２０：１２）

と， 単 に 口先 だ け で は な く， ま ず母 が

家 の 長 と して の父 を敬 い， 父 は母 を敬

う こ とに よ って示 す べ きひ とつ の原 則

を 命 じ られ た。

夫 と妻 が互 い に 尊敬 を示 す と き， 結

果 と して 子供 は両 親 を敬 う こ とを教 え

られ る。 ス ミス大 管 長 に よ れ ば， 父 母

を 敬 え との戒 め は現 在 の教 会員 全 員 に

与 え られ て い る。 なぜ な ら この律 法 は

永 遠 だ か らで あ る。

両 親 や 教 師 も， 結 婚 の用 意 を して い

る末 日聖 徒 に対 して大 切 な責 任 を負 っ

てい る。 パ ウ ロは 「若 い女 た ち に， 夫

を 愛 し， 子供 を 愛 し，慎 み深 く， 純 潔
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で ， 家 事 に 努 め， 善良 で， 自分 の夫 に

従順 で あ るよ うに教 え る」 こ とを勧 め

た 。 （テ トス ２ ：４， ５） ま た， 「若

い女 は結 婚 して子 供 を産 み， 家 を お さ

め ， そ して， 反 対 者 に そ し られ るす き

を作 らな い よ うに して ほ しい」 と言 っ

た 。 （欽 定 訳 １テ モ テ ５ ：１４）

パ ウ ロは 同 じよ うに若 い男 性 に も，

「万 事 に つ け慎 み深 くあ る よ うに
， あ

な た 自身 を良 い わ ざ の 模 範 と し て 示

し， 人 を教 え る場 合 に は， 清 廉 と謹 厳

とを も って し， 非 難 の な い健 全 な言 葉

を用 い な さい 」 と勧 め た。 （テ トス ２

；６－ ８）

末 日聖 徒 の若 い 男性 は結 婚 生 活 の族

長 制 度 を理 解 す る こ とに よ り， 彼 の管

理 の しか た を よ く理 解 す る妻 を選 ぶ こ

とが で き るで あ ろ う。 逆 に末 日聖 徒 の

若 い 女性 は ， 「正 しか らざ る支 配 」 を

せ ず ， 彼女 の こ とを よ く理 解 し， 子 供

た ち の 従順 とは ど うい う ものか を理 解

す る夫 を上 手 に選 ぶ こ とが で き るで あ

ろ う。末 日聖 徒 の結 婚 生 活 ， 家 庭 生 活

が族 長制 度 以 外 の方 法 で営 まれ る こ と

は ， 先 に述 べ た よ うに 「家 庭 内 で尊 ぶ

よ うに定 め られ た神 の律 法 の精 神 に沿

わ な い 。」

族 長制 度 が結 婚 生 活 に お い て教 会 指

導 者 や聖 典 に記 され た通 りに実 践 され

るな らば ，末 日聖 徒 の 夫婦 は よ り幸 福

でより確固とした，満足のいく結婚生

活を経験するであろう。さらにそのよ

うな関係の中で，子供の養育に大切な

指針を生かすことができる。ス ミス大

管長はこう勧告 した。

「妻 と子供は神の王国における族長

制度が賢明な目的のために確立された

ことを教えられるべきであり，家長を

支持 し，家長がその義務を果たすにあ

たって励ましを与え，神が家庭の長に

与えられた権利 と特権を家長が行使す

るにあたり全力を尽 くして助けなけれ

ばならない。

……族長制度 と家族の権威を組織す

る必要は，その権威を持つ人と同様原

則に基づいている。末日聖徒は族長の

．律法に基づいて家族をしつけるべきで

ある。そうすれば，今日ふさわ しくな

い子供たちによりその立場を危 くされ

ている多くの問題をなくすことができ

るであろう。」

注

ユ． ジ ョ セ ブ ・Ｆ ・ス ミ ス ， 「福 音 の 教 義

豆」 Ｐ．２０， ２１

２． 同 上 Ｐ ．２１

３． 同 上 Ｐ．２１

４． エ ドワ ー ド ・ Ｊ ・ リ ドマ ン ， 「結 婚 カ

ウ ン セ リ ン グ の 手 引 き （英 文 ）」 序 文

５．’ ス ミス ， 「福 音 の 教 義 Ｌ Ｐ ．２１， ２２

Ｌ：



ジ ゴー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミ ス

手 を差 し伸 べ る人

ア ー サ ー ・Ｒ ・ バ セ ッ ト

ス ミス大管長とサイ ン

私 た ちの ほ とん どは， 自分 を真 心 か

ら愛 し， そ の 愛 の上 手 な 表 わ し方 を心

得 て い る人 々に あ う と，逆 ら うす べ を

知 らない 。 そ の よ うな人 が 自 分 を大 事

に思 って くれ て い る と知 って い る た め ，

自分 に と って そ の人 は大 切 に な る。

この よ うな 愛 を持 つ人 は， 残 念 な こ

と に非 常 に 少 な い。 そ れ は， 他 人 に対

す る純粋 な 関心 が ２， ３の秘 訣 に よ っ

て 開 発 され る才 能 で は な く， 心 と心 の

自然 な結 び つ きだか らで あ る。 こ の よ

うな愛 は， 人 に そ の人 自身 の こ とや 趣

味 に つ い て語 らせ る 以 上 の こ と で あ

ろ， な ぜ な ら， 人間 関 係を ひ とた び 意

識 す る と， 人 とのす べ て の 交 わ り に生

命 の 息 を吹 き込 む 自然 さが 失 わ れ るか

らで あ る，

人 間 関係 の授 業 で テ ク ニ ックを 学 ぶ

人 は 多 い。 しか し私 た ちは ， 正直 な心

で他 人 の た めを 思 う深 い心 を養 う必 要

が あ る。

現 代 の 若 者 は ， 人 を理 解 す るよ り も

上 手 に扱 お う と しが ちな にせ 物 の テ ク

ニ ッ クに反 抗 して い る。現 代 の若 者 は

真 芙を ． 真 さか らの 関心 を， そ して意

義 深 い入 ・・関 係 を求 め て い る。 そ れ ら

の 性 質 す へ てを ろ℃ せ持 っ た偉 大 な人

が ， 第 ８代大 菅 民 二 ，一 ジ ・アル バ ー

ト ・ス ミス で あ る一

ス ミス 大 管 長 は人 ㌘を 愛 し． １＼々 は

彼 の純粋 な 関 心 を感 じた た め， 後 は鼓

会 内外 の 人 々 か ら愛 し尊 敬 され た 。 英

国 の 小説 家 ビバ リー ・ニ コ ル ズ は， あ

る と き， ア メ リ カの生 活 様 式 を研 究 し

よ う とア メ リ カ国 内 を旅 行 した。 そ し

て の ちに 「ア ン クル ・サ ム ソ ン」 とい

う， ア メ リ カ人 の生 活 を手 き び し く皮

肉 った ユ ー モ ア小 説 を著 わ した。 その

中 の １章 に は ソ ル トレー ク市 の 訪 問 に

つ い て記 され て い る。 彼 は初 めて 末 日

聖 徒 社 会 の生 活 を 目 にす る他 の 多 くの

人 と 同様 に， お も しろい こ とを 多 く発

見 した。 しか しジ ョー ジ ・ア ル バー ト

・ス ミス大 管 長 との 会 見 は異 な って い

た。 彼 は， 「私 が これ ま で に ， 旺直 で

廉 直で 神 を 畏 れ る人 に 出 会 った とす る

な ら， ス ミス大 管 長 こそ 正 に そ の人 で

あ る」 と書 い て い る。

興 味 深 い こ とが ス ミス大 管 長 の葬 儀

の と き に起 こ った。 葬 儀 で は ひ と りの

非教 会 員 に 弔辞 を頼 ん で い た が， フ ィ

ッツバ ト リッ ク とい うそ の 入が ， ス ミ

ス 大管 長 に つ い て， 教 会 外 の人 々の 感

情 を実 に簡 単 に言 い表 わ し た の で あ

る。

「彼 は悪 心 の な い宗 教 人 で
， 教 会 の

み な らず， す べ ての 社 会 の 霊 的 指 導 者

で した。 彼 とい るだ けで ， 皆 様 は 彼 の

霊 性 を感 じ られ た こ とで し ょう。

彼 は兄 弟 愛 ， 言 い換 えれ ば ， 彼 が 全

人 類 に対 して抱 いて いた 清 い 愛 に つ い

て話 す のが 好 きで した。 それ は教 義 の

ぐ

凝、

欝ｉ躍膨

醗
灘躍 脇

態 ’嚇
灘 ’「』畷 斗．鎌 ’

詑

擁

無 ㌔夢・疑

蝉

欝 唾

轟

違 いを 越 え た 深 い キ リス トの ま こ との

愛 で あ り， 人 の 心 を よ り豊 か に深 く理

解 す る天 よ りの 賜 で す 。」

Ｊ ・ル ーベ ン ・ク ラー ク副 管 長 は，

ジ ョー ジ ・アル バ ー ト ・ス ミス大 管 長
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若 き ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミス はｇ

Ｚ Ｃ Ｍ ｌの 南 部 ユ タお よ び 南 東 ネ バ ダ 担

当 セ ール ス マ ンを 勤 め た

左上 ：１８９３隼 頃南部諸州での最初の

伝道を終えた スミス長老

上 ：１９１９年 １２月 ヨ ー ロ ッパ 伝 道 部

長 に召 され た

左 ：ヨーロ ッパ伝道部長当時の写真

と共 に大 管 長 会 で働 き， 彼 を よ く知 っ

て い た 人 と して ， この葬 儀 の と きに話

を した 。

「私 は教 会員 に 一言 述 べ た い と思 い

ます 。 皆 さん は ， この職 に あ っ て お そ

ら くは 最 も偉大 な 指 導 者 を 失 い ま し

た 。私 は ， ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス

ミス 大 管 長 ほ どに 人 を愛 す る心 を持 っ

た 人 は ， この教 会 に い な か った と思 い

ます 。」

ス ミス大 管長 は幼 い と きに， 立 派 な

人 間 は い つ も困 って い る人 の た め に 時

間 を と る こ とを 学 ん だ 。 わ ず か ５歳 の

と き に，母 親 は 彼 を 黒 の ベ ル ベ ッ トの

ス ー ッに正 装 させ て ， ブ リガ ム ・ヤ ン

グ に 会 い に 行 か せ た 。彼 は， オ グ デ ン

に行 く鉄 道 切符 を何 枚 か手 に 入 れ る の

に， ヤ ング 大 管 長 の 助 力 を願 う手 紙 を

携 え て い た 。 ス ミス姉 妹 の夫 は英 国 で

伝 道 して い た た め ， 自分 で切 符 が買 え

ない ほ ど貧 しか った の で あ る。

幼 い ジ ョー ジは ２丁 離 れ た ヤ ング大

管長 の 事務 所 へ 向 か い ， 当 時 の教 会 本

部 を取 り囲 む 壁 に と りつ け られ た大 き

な木 の 門 を 押 しあ けた 。 ど っ し り と し

た 門 が重 い鉄 の ち ょ うつ が い を 支点 に

して 開 くと， ジ ョン ・ス ミス とい う名

の 大 きな ス コ ッ トラ ン ド人 が 目 の前 に

立 ち は だ か って い て， 「何 の用 か ね」

と少 年 に 聞 い た。 ジ ョー ジ は心 臓 が 止

ま るほ ど恐 ろ し く思 い な が ら， 「ヤ ン

グ 大 管長 に お 会 い した い の です 」 と返

事 を した 。 す る とス コ ッ トラ ン ド人 は

と ど ろ く声 で 「ヤ ング大 管 長 に は君 な

ん か に 会 う時 間 は な い よ」 と 返 答 し

た 。 ス ミス大 管 長 が 自 ら語 る と ころ に

よ る と， 彼 は この とき に は も う気 を 失

い か け て い た が， ち ょ うど そ の と き事

務 室 の扉 が あ き， ヤ ング大 管 長 が 歩 い

て きて声 を か け た。

「「ジ ョ ン， 何 な の だ ね 。」

ジ ョ ンは 『小 さな お友 だ ちが ヤ ング

大 管 長 に 会 い た い とい うの です 』 と言

い ，大 声 で笑 った。 彼 は うま い冗 談 だ

と思 った の で あ る。 しか し， ヤ ング大

管長 は世 に も謹 厳 な態 度 で 彼 に言 った

「ジ ョ ン， そ の子 を中 に入 れ な さい 。」

守 衛 は， 私 を中 に入 れ る しか なか っ

た。 そ して ヤ ング大 管 長 の 立 って い る

ポ ー チへ 私 を あげ た … …

ヤ ング大 管 長 は私 の 手 を と って 事務

室 へ 案 内 し， 机 にす わ る と私 を 膝 に乗

せ ， 腕 を ま わ した 。 そ して お よ そ想 像

で きる最 もや さ しい態 度 で ，彼 は私 に

聞 い た， 「君 は ヤ ング 大 管 長 に何 を し

て ほ しいか な 。」

老 えて もみ た ま え。 彼 は偉 大 な教 会

の大 管 長 ， 准 州 知 事 で ， な す べ き務 め

は多 い。 それ に もか か わ らず， 少年 の

私 は， ま るで 隣接 の州 の知 事 が受 け る
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ハ リー ・トル ーマ ン大 統 領 と の 会 見

ｌｉ灘 、、難

蕪

驚轟

羅灘塾難
１
家族はス ミス大管長が生前 に受けた数 々の賞 を大切 に保存 してい る

か の よ うな 親 切 と丁重 を もっ て迎 え ら

れ た ので あ る 。」

将 来 の主 の 予 言 者 ジ ョー ジ ・ア ル バ

ー ト ・ス ミスが ， そ の 事務 室 か らの帰

り道 に ヤ ング大 管 長 か ら受 け た 印 象 を

想 像 して い ただ きた い 。 彼 は大 人 に な

っ てか ら もその と きの 教 え を 片 時 も忘

れ ず， 人 か ら何 げ な く見過 ご しに され

る よ うな人 々の こ とを 常 に 思 い や って

い た。

例 を あげ る と， あ る大 会 か らの帰 途

の こ とで あ る。 彼 は ヒーバ ー ・Ｊ ・グ

ラ ン ト大 管 長 の 娘 と い っ しょだ った 。

彼 女 の話 に よ る と， 彼 は通 路 の 反対 側

に い る手 荷 物 を た くさん さげ た 若 い親

子 を見 や っ て い た。 そ して この．母親 に

話 しか け， 助 け てや る必 要 を感 じた の

で あ る。

「す ぐに ス ミス大 管 長 は若 い 母 親 に

話 しか け ま した 。 そ して 私 た ちの席 に

戻 って くる とこ う言 い ま した 。 「や は

り思 った通 りで した 。 あ の 若 い お母 さ

ん は長 い旅 を して い るの で す 。 切 符 を

見 ま した。 ど う して切 符 を 売 った 人 は

もっ と旅 行 しやす い道 を 知 らなか っ些

の だ ろ う。 あ の切 符 だ と オ グ デ ン と シ

カ ゴで長 く待 た され る。 私 は オ グ デ ン

で お りて， 彼 女 の切 符 を， オ グ デ ンや

シ カ ゴで長 く待 た な くて い い接 続 の 良

い切 符 に換 え て も ら うよ うに頼 ん で み

ま す 。』」

ス ミス大 管長 は汽 車 が 止 ま る と お り

て ，交 渉 を し， 若 い母 親 の切 符 を 良 い

切 符 に 代 え て も らっ た。 彼 は この よ う

に 思 い や りの あ る人 で あ っ た。

彼 は さま ざま な人 と交 わ り， 彼 らの

問 題 を 知 る こ とに よ って この思 い や り

を 何倍 に も深 め た。 ジ ョー ジ ・ア ルバ

ー ト ・ス ミス は２０歳 の とき に
，．Ｚ ＣＭ

Ｉの セ ール ス マ ン と して雇 わ れ， 歴 史

に は ジ ム と しか 知 られ て い な い 同僚 と

共 に南 部 ユ タ州 を ま わ っ た。

あ る人 は ，後 に予 言 者 とな っ た彼 の

さ ま ざ まな タイ プの人 と仲 良 く交 流 す

る才 能 に強 い 印 象 を 受 け た。 彼 は時 に

は ハ ー モニ カや ギ ター を奏 で， 亜 鈴 体

操 を した り， ・ｆンデ ィア ン ク ラブ を振

り まわ して体 格 を 良 く し よ う と努 め

た 。 （時 々：，幾 つ か の村 で仲 間 と腕 だ

め しを した こ とが あ った 。）

コー一 モ アの セ ンス は， 折 りにふ れ て

発 揮 され ，・人 々 の心 を 開 くの に役 立 っ

た 。 そ の 丁 例 は ， ジ ムが取 引 き先 にわ

け よ、う と して旅 行 に ウイ ス キ ー の び ん

を 持 ち込 ん だ と きの こ とで あ る。 び ん

を 見 つ けた と き， 知 恵 の 言葉 の原 則 に

従 っ て いた 彼 は 当惑 した 。 しか し彼 は

ジ「ム に一 言 の説 教 も懲 ら しあ もせ ず，

旅 の途 中 の ど こか で いた ず らを レタ う

と心 に決 あ た。 その チ ャ ンス は， β．た

り が ソル トレー ク市 か ら８０キ ロ南 の プ

ロボ を 出発 す る前 にや っ て きた 。 ジ ョ

ー ジ ・アル バ ー ト ・ス ミス は ジ ムが 幌

馬 車 か ら離 れ た 間 に， び ん を 捜 し出 し

て， あ る友 だ ち の と ころへ ひ そか に運

び， 友 だ ち はか ね て の指 示 通 りウ イス

キ ー を あ け て水 をつ め た。 それ か らび

ん を元 の場 所 に戻 した。 幾 晩 か た って

ジ ムが び ん を持 ち 出 して来 て 秘 密 が 明

らか に な っ た。 ウイ ス キ ー は な く， び

ん に は イ オ ウ臭 い汚 な い水 が 入 っ て い

た 。 ス ミス大 管 長 は この 話 を 愉 快 が っ

て ， 自分 自身 が い たず らされ た話 と と

もに， しば しば話 の種 に して いた 。

ジ ョー ジ・アル バ ー ト・ス ミス は使 徒 に

な る前 にふ た つ の伝 道 部 で働 いた 。 ひ

とつ は ユ タ南 部 居 留 地 で Ｍ ＩＡ 宣 教 師

と して， も うひ とつ は合 衆 国南 部 の モ

ル モ ンに対 す る迫 害 が い まだ に激 しい

地 で の伝 道 で あ っ た。 ス ミス長 老 は あ

る とき， 暴 徒 の支 配 下 に あ る丸 木 小 屋

１３９
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「私は最近まで死の影の谷を歩いて

いました。幕の向こう側があまりに近

くて，天父の特別な祝福があり， ここ

にとどまることはきっとないと思いま

した…∵・向こ．う側に近よれば近よるだ

け，福音が真実であるという確信が強

まりま した。」

彼はこの病いの教訓を決 して忘れな

かった。疑いなく数々の教訓は彼の思

いやりを深め，彼は 「虚弱の度に応 じ

てその民を救う方法を知るために民 と

同 じく虚弱を受けた」のである。 （ア

ルマ７ ：１２）

「私は誤った人を捜 し求め，義 と幸

福の人生へ連れ帰ろう。

私は人に自分の理想を強要せず，愛

をもって正 しい行動へ導 こう。

私は民衆と共に生 き，彼 らが問題を

解決 して幸福なこの世の人生を送れる

ように助けよう。

私は高い：地位による評判を避け，思

慮浅い友人のほめ言葉 を意 に介す ま

い。」

高い地位の人にこのような人物がい

るとは，心洗われるではないか。１９３３

年に行なわれた総大会で，ジョージ ・

・アルバー ト・スミスはこのように強調

して語った。

「私にとって，イエス ・キ リス トの

福音のうちで最もうれ しいことのひと

つは，私たち全員を同 じレベルに置い

ていることである。日の栄光の最高の

位へ昇るためには，ステーキ部長や十

二使徒定員会の一員 になる必要 はな

い。神の戒めを守る最 も謙遜な教会員

が日の栄光の人々と並んで昇栄を受け

るのである。’イエス ・キリス トの福音

のうるわ しさは，主 の戒 めを守 る限

り，私たちを皆平等にしていることに

ある。教会の律法を守る限 り，私たち

は昇栄の機会を平等に得る。信仰と義

を増 し加えるとき，私たちの光は交わ

る人々にとって導きとなり祝福として

輝 く。

私は知 りつつ人の気持を傷つけるこ

とはしない。たとえ自分に悪い仕打ち

をした入で も。そのような人にはかえ

って良いことを し，友だちに しようと

努めよう。

私は利己主義とねたみの心に打ち勝

ち，天父のすべての子供の成功を喜ぼ

う。

私は生けるものの敵になるまい。・

入類の贈い主が，私たちを進歩させ

この世でも来たる世でも幸福になるた

めの唯一の計画を世に与えたもうたこ

とを知るとき，私はこの真理を広める

ことを義務のみならず恵まれた特権と

感 じる。」

ある人々は， このような信条を単に

「お定まりのきれいごと」と言う。 し

かしス ミス大管長にとって，それは自

分 の生 き方 の 焦 点 で あ った。

こ こ に，何 か の ハ ンデ ィキ ャ ップを

感 じて い る若 者 た ち に特 に告 げ た い こ

とが あ る。 ス ミス大 管 長 の写 真 を 見 て

左 目に注 意 して い た だ き た い。 中 央 で

は な く外 側 に寄 っ て い る。 ジ ョー ジ ・

ア ル バ ー ト ・ス ミス 大 管 長 は生 涯 読 書

に も 日常 に も， 人 との応 待 に もそ のハ

ンデ ィキ ャ ップ を背 負 っ て い た。 彼 は

自分 の ハ ンデ ィキ ャ ップ を嘆 くか わ り

に， 目を他 人 に 向 け， 不 朽 の愛 と友 情

を勝 ち得 た ので あ る。

人 間， 問 題 が 何 で あれ ， 関 心 が 何 で

あ れ， 自分 を外 に向 け る こと， す な わ

ち人 を助 け る こ とこ そ， 幸 福 な人 生 の

秘 訣 で あ る ことを ， ジ ョー ジ ・アル バ

ー ト ・ス ミス 大 管 長 は 示 した の で あ

る。

１８７０ ４月 ４日

１８９０

１８８３

１８９１

１８９２

１８９２－ ９４

ユ８９８

１９０３

１９０９－ １２

１９１６

１９１７

１９１９一 ２１

１９２１

１９２２

１９３１

１９３８

１９４５

１９５１年 ４月 ４ＥＩ

ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミ ス の 略 歴

（１８７０－ １９５１）

年齢

１０

１３

２１

２２

２２－ ２４

２８

２３

３９－ ４２

４６

４７

４９－ ５１

５１

５２

６１

６８

７５

８１

ソル トレー ク市で出生

父が使徒に聖 任 される

ＺＣＭ Ｉオーバー １］一ル工 場で鋤 く

南部 ユタでＹＭＭ ＩＡのために伝道す る

ルー シー ・エ ミリー ・ウ ッ ドラフと結婚

南部諸州 で伝道

合衆 国大統領 ウィ リアム ・マ ッキン レー により，合衆国政

府 ユタ州受託 および委託支配人 に任ぜ られ る

使徒 に聖任 される

病気 のため職 を休む

国際灌概会議議長 に選出 され る

国際乾燥農場会議議長に選出 され る

ヨー ロ ッパ伝道部長

ＹＭＭ ＩＡ中央管理会管理会長に任命 される

サンズ ・オ ブ ・アメ リカンレボ リュー ション協 会の副 会長

に選出 され る

アメ リカ ・ボーイス カウ ト管理役員 に選 出され る

南太平洋各伝道部 の訪 問

大管長 に支持 され る

死去
噸

魂
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乱

私 の 改 宗

佐世保支部

小 野

私 の 証

泉

過 ぐる日，我が家に宣教師の訪れが

ありました。それは昨年 ４月のある午

後のことでした。

ふたりの宣教師の方と長女恵子姉妹

は，日曜日に教会に集 う約束ができま

した。そして次の安息日か ら姉妹は日

曜学校に通い始めたのです。彼女は感

ずるところがあってか，いろいろな集

会によく参加 しました。その結果約 １

ヵ月位 してバプテスマの許可を父親の

私に求めてきました。それまで数 日間

にわたり大変考えた様子でした。私は

この申 し出に対 して，自由意志には反

対 しないが，自己の責任において信仰

を全うするな らバプテスマを受けなさ

いと許可をしました。・彼女は会員とな

り，前 にも増 してよく教会に集いまし

た。やがて姉妹は福音のすばらしさを

感 じたのでしょう。ある日私たちにこ

う語 りかけました。 「結果は求めませ

ん。自由意志で結構ですか

ら日曜学校 に集 いません

か。」６月の第一安息ロに初

めて教会に集 う機会に恵ま

れました。当日は日曜学校，

聖餐式，証会と参加 し，乱 、＼ ．…園 、．、

｛１銭ｌｌ磯
をする機会がありました。

神様の偉大な導きがあったあの日の
・ことはいまだに忘れることはできませ

ん。それか ら妻 と共に次の日曜日から

福音の勉強をすることになり，親子 ３

人で教会に集い始めました。そして多

１４２

くの皆さんの導きを得て， レッスン約

２ヵ月で夫婦そろってバプテスマの運

びとなりました。それは７月３０日で し

た。渡辺伝道部長の按手により聖霊を

賜わりアロン神権の職に召され，ほん

とうにすばらしく祝福された門出とな

りました。その後はもちろん福音を求

めて日々精進致 し， ８月中旬には伝道

部大会にも参加 し霊的境地にひたる機

会にも恵まれました。そ して証の指名

を与えて下さいましたことを感謝致 し

ております。またその後数日を経て祭

司の職 に召され日曜学校や聖餐式の責

任をつとめることになりました。安息

日には教会に集い，聖餐を受けて霊的

に満たされ， 「みたま」を感 じて心に

喜びをおぼえ，信仰の日々を送 りまし

て今 日を迎えています。でもやはり好

ましい状態ばかりの連続ではありませ

んでした。けれども 「みたま」を感 じ

胸に満たされ，豊かな導きを得た喜び

はいつの日も忘れることはできません

でした。悔改めの機会を得て日増 に真

理を知る恵みがありますことを感謝 し

ます。神様は神権者にバプテスマを施

す機会を与えて下さいました。ほんと

うに神権行使の責任の重大さと権能の

尊厳 さを知 る

ことができま

した１。また神 ・

権者 として，

家庭の父親 と

すば らしい末 日の家庭ができることを

願ってがんばっております。

父なる神様はこの末 日近き現世に広

く福音を教えられ， これに従 う人々を

お導きくださいますことを知っていま

す。そして聖霊は私たちの心に喜びを

与え，強 く正 しく生 きよと導いてくだ

さいます。すべての人々に祝福を与え

てくださいます。 この末 日の教会は唯

一の真の教会であり，父なる神様は生

きてましましてこのようにお導きくだ

さることを証申し上げます。アーメン。

私 の 証

真 理 を 求 め て

群馬支部

吉 宗 ツ タ ノ

私は広島県の中国山脈の頂，芦田川

と江戸川の分水嶺にあたる田舎に１１人

兄弟の７番目として生まれました。父

と母 とは熱心な仏教信者で，京都西本

願寺の信徒で した。私は小学校を卒業

して１４歳の頃２０里ばかり離れた広島市

の小学校教員になる学校に入学 しまし

た。その寄宿舎の近 くに英国婦人ふた

りと日本婦人が住んでいました。その

方が英語を教えて くださるとのことで

友人ふたりと習いに行きました。私た

ちは り一ダー １から英語を教わ り，そ

の後で新約聖書をマタイ伝か ら教えて

いただきました。だんだん聖書を習い

進んで行 くうちに 「天地はすたれん。

されど我が言葉は変わることなし」と

あるのを読み，私の心は動かされまし

た。仏教を説いたお釈迦様はこの世に

身体を残 して死んだけれど，キリス ト

は死んでも３日目にはよみがえったで

はないか。私はキリス トの言われるこ

とを信 じ，キリス トに従っていきたい

と思 うようになりました。 しかしいよ

いよ決心の段になると三日三晩眠れま

せんで した。広島の学校を卒業 してす

ぐに小学校 の教師．の．免状をとりまし

た。郷里の小学校に２， ３年勤めまし

たが郷里ではキ リス トの教会 もなく信

者はひとりもおりませんでした。私は

決心 して東京に出ました。東京では仕

事のかたわ ら教会を訪ね歩きました。

そして私はどこかの教会にきっと予言



者がいるに違いない，旧約の時代には

いつも予言者がいて神様を信 じる者を

導いていたけれど， もう主の再臨が近

いから必ずや予言者がどこかの教会に

いるだろう。そう思っていたのです。

そのうちに私は，教員では伝道はむず

か しいから，自由職業をなすために歯

科医になりたいと思い，歯科医学校に

入って勉強を始めました。両親のすね

か じりもしないで独力で働きなが ら歯

科の学校 も卒業 して検定試験もす ぐ通

り，一人前の歯科医となって東京の日

本橋で開業 しました。その頃の東京は

区画整理 でなか なか落ちつけないの

で，群馬県に引越 しました。そ して現

在の富岡に歯科医を開業 しま した。そ

の頃キリス ト教会では救世軍が一番よ

く奉仕 しておりましたか ら，私 も救世

軍に入って集会によく出席 し，募金運

動などもやりました。

１９５４年の晩春でありま した。いつも

のように治療室で患者さんを診ている

と，玄関に声が してふたりの青年が立

っており，ひとりは外人でした。 日本

人の方は私に対 し， 「お宅ではキリス

トを信 じておりますか」と 聞 き ま し

た。私は 「はい，キ リス トを信 じてだ

罫嚢１嚢鰐議 …
申 しま す と彼 は 続 い て ，

「あ な た は神 様 は ど ん な方 …１轍 ｉ…鍵 灘

芋認弊隷 睾糠 続１灘
ち て い る霊 の方 で す 」 と言 撒

う と， 「違 い ます 。 あな た

は旧 約 聖 書 の 創 世記 を読 み

ま し た か 」 と 聞 か れ ま し

た。 それ で 「は い ，創 世 記

は読 み ま した 」 と言 う と 「人 は神 の 形

に似 せ て 造 られ た とあ るで は あ りま せ

ん か 。 ジ ョセ ブ ・ス ミス と い う方 は 父

な る神様 とイ エ ス様 を見 ま した 」 と言

って 話 して下 さい ま した。 私 は聖 書 を

読 み な が ら長 い間 ま ちが って お りま し

た。 そ の と き初 めて 目が さめ ま した。

続 いて 三 位 一 体 は三位 三体 で あ る教 え

も， 教 会 の 教 え を 理解 で きな か っ た私

に と って ， 霧 が 晴 れ るよ うに は っ き り

と理 解 で き ま した 。

それ か ら 「私 の 教 会 に は 予言 者 が お

ります 」 と言 わ れ ま した の で び っ く り

しま した 。 「長 い 間 の望 み で あ っ た真

実 の 教 会 は これ だ 。 これ こそ真 実 の教

会 に間 違 い な い 。」私 は うれ し くて泣 け

て 泣 け て しか た が あ りま せ ん で した。

そ れ か らモル モ ン経 の こ と，神 様 の こ

と， 実 に喜 び に た え ま せ ん で した。 三

日三 晩 一 睡 もで きま せ ん で した 。

この と き私 を 完 全 な救 い に導 い て下

さ った の は 今 井 一 男長 老 で す。 そ の頃

群 馬 支 部 に宣 教 師 と して支 部 長 を兼 任

し， 富 岡 ま で 来 て戸 別訪 問 して伝 道 し

て お られ た の で す 。私 は そ の よ うに し

て 救 い に導 か れ ま した。 完 全 な救 い に

導 か れ た の で す。

バ プ テス マ を受 け た の は そ の 翌 年

１９５５年 ５月 １日 で した。 今 井 長 老 が わ

ざ わ ざ東 京 か らお いで に な って バ プ テ

ス マ を施 して 下 さ い ま した 。 そ の と き

娘 もい っ し ょで した。 娘 は まだ １０歳 で

した。

今 は娘 も歯

罐 簗 をさせて眈
藤糞だいておりま

‘す
。私 はた く

さんの子供を

育てま した。

親のない子供

また親が育て られないので頼まれた子

供です。

娘 もだんだん歯科の方も上達 してき

ましたか ら，私は暇をみて知人に，ま

た道を求めている患者 さんに，育てた

子供たちに， しっかりした信仰を得さ

せたいと思 っております。

私がこの教会に入った ことはこの上

ない喜びです。

救世軍にあっても私は救われたと信

じておりましたけれど，神権のない人

か らのバプテスマでは天国の門に入れ

なかったのです。

今はなき両親先祖まで救われる神の

全能なる御計画を知 り，九だただ感謝

しております。

モルモン経は真の予言者の記録であ

って， これによって初めて完全な儀式

を知ることができるのだと思います。

モルモン経に従 って実行することによ

ってのみ日の栄に達することができる

と信 じます。

知恵の言葉は完全に実行 しておりま

す。同業者の会合のときも，私は酒を

のまないことが決まっておりますか ら

だれもすすめません。お茶もコーヒー

も遠慮 して くれます。

什分の一は税金によらて収入がはっ

きりしますか ら，完全に捧 げ て い ま

す。神様は必要は必ず満たして下 さい

ます。私は子供のときからの信者で，

質素と倹約は守りますか らいつでも困

ることはありません。

朝夕のお祈 りと食事の感謝 も欠か し

ません。今年 ２月， とてもはなはだ し

い神経痛に苦 しみましたが，神権者の

兄弟から祝福 していただいてまたたく

間に癒 されました。それ以後全 く健康

になりましたので感謝 しております。

神権の尊いことはよく知っておりまし

たが全 く驚 くほど早 く完全に癒 されま

した。長年の神経痛はそれ以来すっか

り消失 して しまいました。

正 しい祈 りは必ず応えられることを

信 じます。

乱、この教会は唯一の真の教会であるこ

とを信 じます。

イエス ・キリス トの御名により証申

し上げます。アーメン。

１４３
．、彙



私 の 証

自分を愛するように

横 浜 ワー ド

渡 部 正 雄

２月 ２７日， ス テ ー キ部 大 会 神 権 指 導

者 会 が第 ３ワ ー ド部 で 開 か れ ， １時 間

ほ ど早 く着 い た私 は礼 拝 堂 で モル モ ン

経 を読 んで い ま した。 す る と菊 地 副 ス

テ ー キ部 長 が 入 って 来 られ ， リグ ラ ン

ド ・リチ ャ ーズ 十 二 使徒 が お会 い した

いそ うで す 均・ら来 て下 さい と言 われ ま

した 。私 は身 の ひ き しま る思 い で監 督

室 に 入 って行 きま した。

リチ ャー ズ長 老 は， ち ょ うど お父 さ

ん の よ うな や さ しい ま な ざ しで ， あ な

た は祝 福 師 に召 され ま した と言 わ れ ま

した。 が くぜ ん と した 私 は ， お そ るお

そ る果 た して 私 にそ の価 値 が あ りま し

ょ うか とお尋 ね しま す と， 長 老 は ニ ー

フ ァイ第 二書 第 ３章 の ， リー ハ イが そ

の子 ヨセ ブに語 った先 祖 ヨセ ブ の予 言

を 引用 され， 「ジ ョセ ブ ・ス ミス は末

日の予 言 者 と して 主 に召 され た か ら主

の導 き と助 け に よ って そ の 務 め を 果 た

した の です 。 あ な た も主 に

召 され たか らに は， 主 が 守

って お られ るか らで きな い

こと はな い の で す 」 と力 強

くさ と され ま した 。

不 思 議 な こ とに， 私 は ち

ょう ど今 しが た 礼拝 堂 で こ

の と ころ を読 ん だ ば か りで

した の で， よ くわ か りま し

た 。 す べ て を主 に任 せ て，

私 は感 謝 感 激 しな が ら， お

召 しに 従 っ た の で した。

４月 ６日， ソル トレー ク の総 大 会 の

後 ，午 後 ４時か ら， 教 会 事 務 室 の講 堂

で祝 福 師 とス テ ー キ部 長 の集 会 が 開 か

れ ，数 名 の新 任 祝 福 師 は前 列 にす わ ら

せ られ ま した。

十 二 使 徒 ベ ンソ ン長 老 が 教 義 と聖 約

１４４

・１０７章３９章を引用されて， 祝福師の重

大な任務を強調 され， この職を奉ずる

者は神の人でなければならない。少な

くとも最 も神に近 くあらねばな らない

と言われました。そのとき私の心に，

あなたがたの天の父が完全であられる

ように，あなたがたも完全な者 となり

なさい，と言われた主の言葉が浮かん

で来ました。そ して主はさらに，求め

よさらば与えられん，と呼びかけられ

ま した。私はただただ主に信頼 し，全

力を尽 くして，この聖なＱ御業に献身

しようと決心 して帰って来ました。 ４

月２０日，夜を徹 しての祈 りと主のみた

まの助けによって力づけられた私は，

早朝，田中ステーキ部長に電話して，

本日ただいまよりこの聖なる御業に奉

仕させていただきますと申し上げまし

た。田中兄弟は折 り返 しきょう祝福を

受けたい人がいるのですかと聞かれ，

一応，ステーキ部長会を通 して発表 し

ますからと言われ，私は喜んでお待ち

することにし，まず最初に申し込まれ

ていました高等評議員の神崎兄弟姉妹

に連絡 しました。神崎兄弟が出張され

ていましたため，最初は４月２８日の共

立講堂での発表を目前に した石井由美

霧姉 妹 ， そ れ に

箏伝 道 に 出 られ

；る岩 田兄 弟 に

・私 が祝 福 師 に

聖 任 され て か

らち ょ うど ２

ヵ月 目の ４月

２７日， 東 京 ワ

ー ド部 に お い

て 祝 福 させ て

い た だ きま し

た 。 儀 式執 行

中，主のみたまに満たされて，私は私

の手をおいた兄弟姉妹のためな ら，自

分の命を捧げてもよいと思う程の愛を

感 じました。無事に祝福を終えたとき

は，共に感謝感激の涙にむせぶばかり

で した。翌２８日の リサイタルは大成功

裡に終了 しました。石井姉妹は楽屋を

訪ねた私に，演奏中ずっと兄弟のお声

が耳に響いて力づけてくれましたと言

われたとき，私はただただ主とはらか

らに感謝するばかりでした。

その後引き続いて神崎御夫妻を始め

多 くの兄弟姉妹に祝福させていただい

ておりますが， この聖職の尊さを身に

しみて感 じさせ られております。

今度のソル トレークの祝福師の会に

私が７年前にハワイで祝福を受けたヒ

ュー祝福師が来てお られ，喜んで私の

ところへとんで来られましたが， この

重責どうした らよいでしょうかとまず

尋ねた私に， 「心配することはないで

すよ。ただ授ける人 と共に祈 り，その

人を心から愛すればよいんですよ」と

言われました。その言葉が今はっきり

とわかり，主が言われた

「「心をつ くし， 精神をつくし， 思

いをつくして主なるあなたの神を愛せ

よ』 これは一番大切な第一のいましめ

である。第二もこれと同様 で あ る。

「自分を愛するようにあなたの隣 り人

を愛せよ』」 の御言葉が やっとわかっ

てきたような感激にひたっています。

そして私の命の続 く限り， この聖職

に奉仕させていただきたいと念願 して

おります。

心からへりくだって皆様の御指導 と

御援助を仰 ぐ次第であります。

皆様の上に常に豊かな主の恵みと祝

福がありますようにお祈り致 しており

ます。
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